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１．基　本　方　針

　大学演習林は森林に関わる教育を提供するための施設としての使命が社会から与えられてお

り，これまで大学生・大学院生の専門教育に重点をおいた森林と施設の整備がなされてきたが，

地球規模での自然環境の劣化や我が国社会における環境教育への要請の高まりに応えて，今後は

上記学生に加えて，小中高校生などの初等教育，大学に於ける一般教育や一般社会人を対象とし

た幅広い環境教育の場としてカリキュラムや施設を整備することが求められている。さらに，国

際的にも持続的な森林経営をテーマとした学術交流や学生教育に貢献することが求められてい

る。千葉演習林は100年以上にわたり人工林の造成や天然林の維持に関する基盤的な情報を体系

的に収集・整理し，高度な森林管理技術を開発，伝承しており，地球規模での森林の再生に貢献

できる資質を備えている。

　千葉演習林は1894年の創設以来，我が国の中心的な林学の教育・研究施設としての役割を果た

してきた。その活動が有効に機能した背景には人工林の保続経営を目指して編成された経営案の

存在が大きかったといえる。千葉演習林では学生実習や森林科学の研究を推進する上で法正状態

に近い人工林を維持することが必要であるとの認識を堅持している。一方，森林科学の研究対象

や研究手法は年々多様化，高度化しており，森林に対する社会のニーズも木材資源から環境資源

へと大きく転換している。演習林はこうした要請に的確に対応していくことが求められている。

さらに，東京大学は2004年度から国立大学法人となり，予算的には国に依存しつつ，組織的には

国から独立した組織として運営されることとなった。演習林においてもこのことを踏まえてより

機能的に社会的使命を果たしていくことが求められている。

　その中で千葉演習林は現実の森林の取り扱いを基軸とした大学院の教育研究機関として，独自

の展開を図っていく必要がある。100年以上にわたり人工林造成を中心とした持続的な森林経営

を実践し，教育研究の役割を担ってきた千葉演習林が，地球規模での森林減少が深刻化している

中で，今後も森林資源管理に関わる教育研究の場として中心的に機能することが求められている。

まず求められることは，教育研究のためにフィールドにおける情報を共有できるようにすること

である。持続的な森林経営を可能にする健全な森林を維持するために，育林を中心とした適正な

森林管理システムを構築し，森林生態，樹木生理，育種，森林土壌，森林景観，森林水文，森林

工学，森林計画の各分野の情報をそれぞれ連携させながら体系的な森林情報の管理を図る必要が

ある。そして，我が国のみならず，国際的な森林問題を解決するための研究に寄与するために，

持続的な森林経営に関する情報を提供し続けることを千葉演習林における試験研究の基本理念と

したい。

　具体的には，800haを超えるスギ・ヒノキを中心とした人工林を持続的に経営することが最も

重要な課題である。一方，モミ・ツガを上木とする針広混交天然林や旧薪炭林である広葉樹二次
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林からなる天然林は房総半島における多様な暖温帯性生物の生息域となっており，生物多様性を

保持し，森林の持つ多面的な機能を発揮させることができるように適正に管理していく必要があ

る。特に，近年シカ・イノシシをはじめとする野生動物が個体数を著しく増加させており，他の

生物種のバランスが崩れることや人工林経営への影響が懸念されている。そのため，こうした野

生生物が森林に与える影響とこれに対する方策について，重点的に情報を整備して研究にあたる

必要がある。これは房総半島のみならず，広く我が国の森林全体に広まっている緊急に対応しな

ければならない課題である。

　森林の持続的経営のためには，千葉演習林の特徴である各齢級に配置された人工林を今後も維

持することが必要であるが，シカの食害やこれと連動した再造林地における土壌流出などの阻害

要因があり，当面の皆伐面積は１ha程度の規模で維持しつつ，苗木の育成から密度管理に至る

一連の森林造成技術の維持向上を図る。特に苗木生産の過程では，森林科学分野の学術的要請に

応えうる，遺伝的情報を備えた健全な苗木の育成が重要な課題である。また，マツ類人工林の減

少に対応するために継続されているマツ材線虫病抵抗性苗木の育苗についても引き続き重点的に

取り組み，森林造成段階における情報の整備に努める必要がある。我が国の1000万haの人工林は，

現在間伐問題に直面しているが，次の段階として，主伐と更新の問題が生じると考えられる。当

面は長伐期化による先延ばしがなされているが，いずれ避けて通ることのできない課題である。

千葉演習林は人工林化の歴史が長いために，いち早くこの問題に直面しており，その対応策を社

会に提供することが可能な状況にある。具体的には，どこまで長伐期化が可能であるか，複層林

施業の技術的課題，広葉樹混交林への誘導などが当面求められている課題である。組織的に施業

実験を繰り返して情報を整備する必要がある。

　千葉演習林の天然林は関東地方の暖帯に残された貴重な森林であるばかりでなく，寒冷期の遺

存種も多く生態学上極めて重要な森林である。

　森林生態系の維持・修復は地球規模の環境問題の中でも最も重要な課題であり，これを維持し

ていくことは演習林の重要な使命である。また，長期の森林環境モニタリングを組織的に継続さ

せて情報を整備することが必要である。しかし，千葉演習林のように限られた地域に残存する天

然林は単にそのまま放置していても永続的に維持されるとは考えられないので，積極的な管理方

法について考究する必要がある。代表的な事例として，ヒメコマツの保全があげられる。自然交

配が難しくなった状況の下で人工交配や接ぎ木による増殖を図り個体数と遺伝的多様性の回復に

取り組んでいる。

　広葉樹二次林についてはバイオマス資源としての有効活用を図るための積極的な森林整備の方

法について，密度管理や誘導すべき樹種の選定などの研究課題を設定して情報を整備する必要が

ある。
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1.1　演習林の概況

1.1.1　位置

　東京大学千葉演習林は，房総半島の東南部，房総丘陵の東端に位置し，東京から東南に約

100kmの距離にある。北緯35°8′05″から12′45″，東経140°5′35″から10′15″の範囲にあって，北

部は君津市，南部は鴨川市に属している。演習林地はほぼ一団地をなしているが，中央部に四方

木地区と清澄地区の民有地がある。演習林天津事務所はJR外房線安房天津駅から300mに所在し，

天津事務所より北約６kmに清澄作業所と清澄学生宿舎，清澄長期滞在宿舎があり，北部の君津

市には郷台作業所と学生宿舎，札郷には札郷作業所と学生宿舎，長期滞在宿舎がある。森林全体

を47の林班に分け管理している。

1.1.2　面積と蓄積

　千葉演習林の総面積は，2,226.05haで，うち君津市域が1,343.49ha，鴨川市域が882.56haである。

（表－１）。スギ・ヒノキを主体とした人工林面積は824haで森林面積の37％を占め，残りはモミ・

ツガの針葉樹を主体した針葉樹天然林とスダジイ・カシ類の広葉樹を主体とした旧薪炭林の広葉

樹二次林である。特に，この地方に固有の針葉樹天然林は演習林内と元清澄山周辺にしかまとま

って残されておらず，学術上貴重な森林である。総森林蓄積は50万m3で，そのうち人工林が30

万m3，広葉樹二次林が12万m3である。年成長量は全体で8,069m3と見込まれ，そのうち人工林は

4,071m3である。１haあたりの年平均生長量は3.6m3であるが，人工林では5.1m3であるのに対して，

天然林では2.8m3と見込まれている。

1.2　地況と林況

1.2.1　気象

　　千葉演習林のある房総半島南部は一般に海岸性気候で温暖多雨である。清澄では1916（大正

５）年から，また，天津は1928年，札郷と郷台は1937年，新田は2003年から気象観測を継続して

いる。清澄観測所（標高）における1995年から2004年までの10年間の年平均気温は，14.3℃，最

暖月は７，８月で平均気温24.5℃，最寒月は１，２月で平均気温4.3℃である。暖かさの指数は

112，寒さの指数は－1で，千葉演習林は暖温帯林に属している。平均年降水量は2,018mm（最大

2,589mm，最小1,519mm），

　長期の観測結果から演習林内の気候は標高や海岸からの距離によって有意な差があることがわ

かった。すなわち，気温は太平洋側から清澄山地にかけて標高が高くなるにしたがって下がる傾

向にあり，清澄から北の内陸部に入るにしたがって，最暖月と最寒月の平均気温の差が大きくな

る傾向にある。年降水量は太平洋に近い天津に比べて山地にある清澄の方が約200mm多く，内

陸にある郷台や札郷ではさらに200～300mm年降水量が多くなる傾向にあることが認められた。

札郷の平均年降水量は2,349mmで房総半島における最多雨地域となっている。清澄以南の地域は
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温暖で降雪や結霜は少ないが，北側の地域では，最低気温が－7℃以下になることがある。積雪

量の多い年には人工林に大きな雪害をもたらすことがある。千葉演習林における気象害は雪害が

最も多く，次に台風の被害がある。

1.2.2　地形

　千葉演習林の地形は東西に横断する房総丘陵の主稜線（最高地点標高377m）を分水嶺として，

南側は太平洋に注ぐ延長約６kmの二夕間川の流域と，北側は東京湾に注ぐ延長約60kmの小櫃川

上流域に分かれる。演習林の標高は約50～370mとそれほど高くはないが地形は複雑でしかも急

峻である。小櫃川上流部の七里川本流と猪ノ川支流の両河岸沿いにはよく発達した河岸段丘が認

められる。

1.2.3　地質・土壌

　千葉演習林の地質は新第三紀海成層を基盤とし，第四紀非海成層に部分的に覆われており，断

層が多く見られる。基岩は砂岩，礫岩，泥岩，凝灰岩からなり風化しやすい。土壌は主として褐

色森林土であり，関東ローム層に被覆されている河岸段丘上に一部黒色土がみられる。

1.2.4　林況

　千葉演習林で海岸からの距離や標高に伴う気候の変化に対応して，森林を構成する樹種も変わ

り，植物層は極めて豊かである。自生種は木本類が約280種，草本類が約800種に達する。草本類

にはシダ植物約160種が含まれる。太平洋に面する海岸の近くではタブノキやスダジイ，導入植

物といわれるマテバシイなどからなる照葉樹林が見られる。内陸の山地には，主にスダジイ，カ

シ類からなる常緑広葉樹やモミ，ツガの針葉樹が多い。広葉樹林には，一部コナラ，クリ，サク

ラ類などの落葉広葉樹が混交し，針葉樹の下層は広葉樹からなっている。

　千葉演習林は低山性山地で標高差が少ないため，垂直的な植生の変化は乏しいが，南部の海岸

に近い地域には北限またはそれに近い暖地性植物が分布し，清澄分水嶺以北の地域には冷温帯性

植物や最終氷期の遺存種が比較的多く存在する。

　広葉樹二次林の大部分は，かつて薪炭林として利用されたシイ・カシ類の萌芽林である。集落

や田畑の近くにはコナラ，クリ，クヌギなど落葉樹の萌芽林がある。南部の里山には薪炭用とし

て植栽されたマテバシイが繁茂している。人工林はスギが主体でヒノキがこれにつぎ，マツ類は

マツ材線虫病による枯損が著しい。高齢級の人工林が多く存在し，最高齢は1835年植栽（桜ヶ尾）

の170年生である。このほかに1853年（神田上），1859年（今澄）植栽の人工林を始めとして100

年生以上の人工林が100haある。80年生以上の人工林が37％を占めている。こうした高齢級人工

林の存在は針葉樹人工林の長伐期施業の研究に資するものである。

　広大な天然林や高齢の人工林が現存する千葉演習林では動物相も多様であり，ニホンジカやニ

ホンザルを含む数多くの哺乳類のほか，南方あるいは北方に分布域を持つ動物種が混在する。さ

らに，半島に位置することから房総半島南部でしか見られない動物や分布が限定されている希少
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な動物も数多く見られる。

　しかし，近年移入動植物の侵入やニホンジカによる下層植生の衰退，最終氷期の遺存種ヒメコ

マツの激減などこの地域特有の森林生態系が存亡の危機に瀕している。

1.3　沿革並びに地域の状況

1.3.1　沿革

　千葉演習林は1894（明治27）年に清澄山林336haが農商務省より本学に交付され，我が国最初

の大学演習林として創設された。それに先立つ1892年，本学の本多静六助教授は房総の森林を視

察した際，浅間山の森林がこの地方固有の林相を保持しており，東京付近においては容易に得難

い学術上の好標本であるとともに，清澄寺の寺領林の時代から育成されたスギ林など林学の演習

上，極めて適当な場所であると考え，この地への演習林設置を推進し，当時の東京大林区署長兼

本学教授であった志賀泰山らの尽力によって農科大学用地として交付されるに至った。

　しかし，面積336haは研究教育上不十分であるとして，隣接地の奥山山林の全部を演習林に編

入することを農商務省に交渉した結果，1897年に東半分の1,822haの交付を受けた。その後，向山，

新田，四方木の一部を付け加えたが，最近はアンテナ用地，町営駐車場，県道拡幅等のため小規

模な売り払いが行われ，現在の面積は2,169.08haである。

　演習林創設以前の清澄山林は，1616年に徳川家康から下付され，江戸時代は千光山清澄寺の寺

領であったが，1870年の社寺上地により，境内約14haを残して他は官林に編入され，宮谷県の

所管となった。その後木更津県，千葉県の管轄を経て1887年農商務省の所管となり，東京大林区

署大多喜小林区署が管理していた。

　奥山山林は，江戸時代武州川越藩の所領であったが，1868年花房藩の所領に移り，1871年廃藩

置県によって官林に編入され，以後，東京大林区署久留里小林区署が管理していた。

1.3.2　経営の経緯

　演習林地域の森林は，江戸時代には御手山と称し，上木のモミ・ツガなどは留木とし，藩庁で

の必要により利用していた。一方，下木は地元住民に伐採，製炭をさせ，生産物の搬出に際し各

所に設けられた監督所において，俵数に応じて徴税していた。また，県が管理していた時代の立

木払い下げの制度下でも，伐採箇所，伐採量ともに規制がなかったが，1882年頃森林の荒廃防止

と持続的生産のため，払い下げ区域を20の伐区に分け，交番輪伐制を計画したといわれる。

　政府管轄の時代には，一定の樹種・数量を限定した林産物の地元集落住民への特売が慣例であ

った。演習林となった当初はこの方針を継承したが，1929年の亀山村他１村の奥山山林下げ戻し

請求を機として，奥山における慣行的特売は廃止された。しかし，製炭業に従事する村民や演習

林経営に与える影響を考慮し，恩恵的な特売が実施された。その後，製炭業の衰微とともに需要

が消滅し，最近ではごく少量に減少している。
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　演習林発足当初は，県が管理していた時代からの経営方法である区画輪伐法が継承されていた。

大部分の林地は下層の広葉樹のみを伐採する中林的な取り扱いを行ってきたが，施業方針樹立の

ため，上層・下層ともに皆伐して純粋な低林にする施業や伐採跡地にスギなどの針葉樹を植栽し

て高林にする施業も一部，試験的に行われていた。

　1903年に千葉演習林の測量と調査が完了したのを機に，経営案編成に着手し，1905年に最初の

経営案が樹立された。以後，1909年，1915年，1925年，1935年，1945年，1955年，1965年に経営

案が編成されている。また，1975年からは試験研究計画として編成され，1986年，1997年の試験

研究計画を経て現在に至っている。

1.3.3　地域の状況

　千葉演習林の所在する地域の地形は一般に急峻であり，周辺の集落では農地が少なく，近年は

ニホンジカやイノシシによる食害のため，農業のみによる生計の維持は困難である。これに対し

て山林原野は広いため，古くから林産物が当地域の主要産物の一つとして住民の生活を支えてき

た。したがって，演習林の経営案も地域住民の生活と密接不可分の関係に立って樹立されてきた。

　しかし，燃料革命の影響を受け，演習林周辺の製炭業者は急激に減少し，労働者の多くは京葉

工業地帯へと吸収されて，現在，林業・林産業関連を主として生計を維持する者はごく僅かにな

っている。

　千葉県から林道南房総線の一部として郷台林道，一杯水林道の供用が要請されており，演習林

本来の機能を損なうことがないよう慎重に配慮した上で，地域からの要請に対応する必要がある。

1.3.4　境界の維持

　本演習林の発足当初は，森林の境界が未確定であったため，争議の対象となる箇所が少なくな

かったが，境界測量は早期に終了し，現在，境界にはコンクリート製の標柱が埋設されている。

山地崩壊や河川流によって一部に不明箇所があり，標柱埋設箇所の確認や再埋設の必要が生じて

いる。

　境界の総延長は82kmであり，３年間で一巡することとし，必要に応じて境界標の埋設及び刈

り払いを行う。また，林班界は45kmあり，５年間で一巡することとし，必要に応じて刈り払い

等を行う。

1.4　試験研究計画編成の沿革

　1894年から約30年間はスギ・ヒノキ・マツへの林種転換が経営の中心であり，モミ・ツガ天然

林や広葉樹天然生二次林の伐採処分が年平均約8,000m3行われた。1900年に郷台苗畑，1903年に

札郷苗畑が開設されている。この期間に千葉演習林史上最大の植林が行われ，千葉演習林が育林

学実験の中心となる礎が築かれた。1905年に第１期経営案が，５年後に第２期経営案が編成され

た。第２期から47の林班に区分し，試験地や学術参考林を特別施業地として指定した。第３期以
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降は10年を１期とした経営案が策定されている。第３期経営案では1/5,000の基本図が完成し，

人工林を中心に据えて法正状態を目指した経営計画が編成された。人工林の成長測定試験地が

1916年に設置された。

　1925年から1944年の第４期・第５期経営案では，50年を伐期とする法正林に向けた人工林造成

が実行され，我が国林業経営の規範となることを目指していた。スギ品種試験地が設置され，各

地の代表的なスギ品種を植栽して形態や成長の観察を始めた。広葉樹資源活用のため製炭方法の

改良に関する実験や広葉樹低林（矮林）の択伐試験が行われた。

　第６期経営案では人工林の3/8について大径木生産を目的とする80年伐期の林分に指定した。

戦後の混乱期を経ても，それまでに確立された経営案の基本理念は第７期（1955～1964年）まで

は継承されたが，我が国経済の発展に伴い，林業や大学演習林を取り巻く社会状況が変わり，演

習林の経営内容も変化してきた。まず，林学の研究分野が拡大，細分化されたことにより，従来

の普通施業地の経営や植栽地の保育行為が研究対象になりにくくなり，一般施業が軽視される傾

向が起こった。また，外地演習林からの帰国職員の加入や公務員制度の整備により，演習林の教

官・職員が増加し，それまで林学・林産学の教育研究の場の提供を主たる使命としてきた演習林

が，自らも研究を行う組織としての性格を強めるようになった。

　このため，1965年編成の第８期経営案では経営案そのものに対する疑問が投げかけられ，高林

主伐計画のみが残されているが，計画通り実行されていない。1975年からの第９期経営案は1977

年に発行された「千葉演習林概要」にその概略が述べられるに留まっているが，長伐期施業並び

に非皆伐施業が提案され，人工林の一部を130年伐期にするとともに，樹下植栽による非皆伐複

層林施業が主要研究課題として取り上げられている。また，小班名を林相別とし，Ａ～Ｅの５区

分とし，新たに特別自然保護地区が設定された。この時期，演習林全体としては従来の経営案を

「試験研究計画」と改称し内容を改める方針が示されたが，千葉演習林第９期案は従来型の経営

案であり，演習林本部の承認は得られていない。この時期は演習林の組織と機能の変革期にあた

り，演習林の経営方針においても変化が見られる。

　第10期試験研究計画（1986～1996）からは林業生産に加えて森林の公益的機能の発揮や自然環

境の保全を志向する分野の試験研究を同列に取り上げた。第10期では天然林施業はほとんど行わ

れず，環境保全機能を重視して保護された。また，人工林では高齢級の利用間伐が実行された。

　第11期試験研究計画（1997～2004）では大学院重点化に対応して，持続的な森林経営を可能に

する健全な森林への誘導のための実験施設として千葉演習林を機能させ，人工林を持続的に維持

することを最重要課題と位置づけて，天然林・天然生林は多様な暖帯性生物の生活の場として，

生物多様性の保持と森林の多面的機能の強化を重視した取り扱いを行うとした。そのため，人工

林の長伐期林への誘導と非皆伐施業の実施，植栽苗木の遺伝的改良を目指した。
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1.5　第11期試験研究計画の実行結果

　第11期試験研究計画において，皆伐面積20.55ha，収穫予定量11,073m3，間伐材積18,457m3，素

材生産1,639m3，総収穫量31,169m3を計画したが，実行結果は，皆伐面積10.61ha（実行率52％），

収穫予定量3,753m3（同34％），間伐材積9,139m3（同50％），素材生産463m3，総収穫量13,369m3（同

43％）に留まった。

　計画通りの伐採が実行できなかった理由として，１）ニホンジカを始めとする野生生物の影響，

２）林内下層植生の劣化による皆伐可能地の減少，３）保育のための労働力の不足，４）木材価

格低迷による不採算林地の増加，５）森林調査簿の材積の過大評価などが考えられる。

　特に，ニホンジカによる食害は深刻であり柵やヘキサチューブ，幼齢木ネットなどによる対策

費は当初の予定を大きく上回っている。第12期においても適切な対策を講じなければ計画通りの

森林施業が困難となる。皆伐面積減少の原因として，造林地内の土壌条件が悪化したため，再造

林困難地が増加し当初の計画面積どおりの皆伐が実行できなかったことが挙げられる。第12期の

皆伐予定地においても同様のことが予想されるため，皆伐予定面積は慎重に計画する必要がある。

定員の削減により演習林職員は減少しており，一方，教育研究利用は増加の傾向にあるため，森

林管理に要する労働力はパート職員及び外部委託への依存度を高めざるを得ない。このために資

金の確保が懸案であると共に，労働者の技術レベルを高い水準に維持することが課題となる。木

材価格の低迷は特に利用間伐の実行を困難にしている。木材の需給関係は若干好転の兆しを見せ

てはいるものの，しばらく予断を許さない状況が続くものと予想される。森林調査簿における人

工林の材積が過大に評価されていたことは重大な問題であり，第12期の森林資源の把握にあたっ

ては，標準地調査による資源把握を徹底すると共に，期間中の成長量の把握にあたっても，従来

の方法を改め，現実の森林の状況に応じた成長予測式を当てはめて見直しを行った。

1.6　第12期試験研究計画の基本方針

　千葉演習林は1894年の創設以来，我が国の森林科学分野における中心的な教育研究施設として

の役割を果たしてきた。その活動が有効に機能した背景には人工林の保続経営を目指して編成さ

れた経営案の存在が大きかったといえる。千葉演習林では学生実習や森林科学の研究を推進する

上で法正状態に近い人工林を維持することが必要であるとの認識を堅持している。一方，森林科

学の研究対象や研究手法は年々多様化，高度化しており，森林に対する社会のニーズも木材資源

から環境資源へと大きく転換している。演習林はこうした要請に的確に対応していくことが求め

られている。さらに，東京大学は2004年度から国立大学法人となり，予算的には国に依存しつつ，

組織的には国から独立した組織として運営されることとなった。演習林においてもこのことを踏

まえてより機能的に役割を果たしていくことが求められている。

　その中で千葉演習林は現実の森林の取り扱いを基軸とした大学院の教育研究機関として，独自
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の展開を図っていく必要がある。110年以上にわたり人工林造成を中心とした持続的な森林経営

を実践し，教育研究の役割を担ってきた千葉演習林が，地球規模での森林減少が深刻化している

中で，今後も森林資源管理に関わる教育研究の場として中心的に機能することが求められている。

まず求められることは，教育研究のためにフィールドにおける情報を共有できるようにすること

である。持続的な森林経営を可能にする健全な森林を維持するために，育林を中心とした適正な

森林管理システムを構築し，森林生態，樹木生理，育種，森林土壌，森林景観，森林水文，森林

工学，森林計画の各分野の情報をそれぞれ連携させながら体系的な森林情報の管理を図る必要が

ある。そして，我が国のみならず，国際的な森林問題を解決するための研究に寄与するために，

持続的な森林経営に関する情報を提供し続けることを千葉演習林における試験研究の基本理念と

したい。

　具体的には，800haを超えるスギ・ヒノキを中心とした人工林を持続的に経営することが最も

重要な課題である。一方，モミ・ツガを上木とする針広混交天然林や旧薪炭林である広葉樹二次

林からなる天然林は房総半島における多様な暖温帯性生物の生息域となっており，生物多様性を

保持し，森林の持つ多面的な機能を発揮させることができるように適正に管理していく必要があ

る。特に，近年ニホンジカ・イノシシをはじめとする野生動物が個体数を著しく増加させており，

他の生物種のバランスが崩れることや人工林経営への影響が懸念されている。そのため，こうし

た野生生物が森林に与える影響とこれに対する方策について，重点的に情報を整備して研究にあ

たる必要がある。これは房総半島のみならず，広く我が国の森林全体に広まっている緊急に対応

しなければならない課題である。

　演習林は大学における森林科学教育のための施設としての貢献が社会から求められており，こ

れまで大学生・大学院生の専門教育に重点をおいた森林と施設の整備がなされてきたが，地球規

模での自然環境の劣化や我が国社会における環境教育への要請の高まりに応えて，今後は上記学

生に加えて，小中高校生などの初等教育，大学における一般教育や一般社会人を対象とした幅広

い環境教育の場としてカリキュラムや施設を整備することが求められている。さらに，国際的に

も持続的な森林経営をテーマとした学術交流や学生教育に貢献することが求められている。千葉

演習林は110年以上にわたり人工林の造成や天然林の維持に関する詳細な情報と高度な技術を有

しており，地球規模での森林の再生に貢献できる資質を備えていることを広く訴えてゆく必要が

ある。

　森林の持続的経営のためには，千葉演習林の特徴である各齢級に配置された人工林を今後も維

持することが必要であるが，シカの食害やこれと連動した再造林地における土壌流出などの阻害

要因があり，当面の皆伐面積は１ha程度の規模で維持しつつ，苗木の育成から密度管理に至る

一連の森林造成技術の維持向上を図る。特に苗木生産の過程では，森林科学分野の学術的要請に

応えうる，遺伝的情報を備えた健全な苗木の育成が重要な課題である。また，マツ類人工林の減



170 171

少に対応するために継続されているマツ材線虫病抵抗性苗木の育苗についても引き続き重点的に

取り組み，森林造成段階における情報の整備に努める必要がある。我が国の1000万haの人工林は，

現在間伐問題に直面しているが，次の段階として，主伐と更新の問題が生じると考えられる。当

面は長伐期化による先延ばしがなされているが，いずれ避けて通ることのできない課題である。

千葉演習林は人工林化の歴史が長いために，いち早くこの問題に直面しており，その対応策を社

会に提供することが可能な状況にある。具体的には，どこまで長伐期化が可能であるか，複層林

施業の技術的課題，広葉樹混交林への誘導などが当面求められている課題である。組織的に施業

実験を繰り返して情報を整備する必要がある。

　千葉演習林の天然林は関東地方の暖帯に残された貴重な森林であるばかりでなく，寒冷期の遺

存種も多く生態学上極めて重要な森林である。

　森林生態系の維持・修復は地球規模の環境問題の中でも最も重要な課題であり，これを維持し

ていくことは演習林の重要な使命である。また，長期の森林環境モニタリングを組織的に継続さ

せて情報を整備することが必要である。しかし，千葉演習林のように限られた地域に残存する天

然林は単にそのまま放置していても永続的に維持されるとは考えられないので，積極的な管理方

法について考究する必要がある。代表的な事例として，ヒメコマツの保全があげられる。自然交

配が難しくなった状況の下で人工交配や接ぎ木による増殖を図り個体数と遺伝的多様性の回復に

取り組んでいる。

　広葉樹二次林についてはバイオマス資源としての有効活用を図るための積極的な森林整備の方

法について，密度管理や誘導すべき樹種の選定などの研究課題を設定して情報を収集する必要が

ある。

　以上のことから千葉演習林における中心的な試験研究課題を次の２項目とする。

・　人工林の管理育成を中心に据えた持続的な林業経営

・　森林植生の維持を目的とした野生生物の適正な管理

　このことを実行するために，以下の項目を計画的に実行する。

１）人工林を対象とした森林科学教育を高い水準で維持できる森林の整備を優先させる。

２）植付，枝打ち，間伐などの一連の保育を体験できる人工林を毎年１haずつ発生させる。

３）遺伝的に均質な試料を確保するために，人工植栽に必要な苗畑，採種園を維持する。

４）非皆伐施業の研究を進めるため，林内照度を調整しながら複層林の造成を計画的に行う。

５）野生生物が森林に与える影響と広葉樹二次林の生産力を評価するために広葉樹二次林の萌芽

更新面を毎年一定面積ずつ発生させ，固定試験地を新たに設定する。

６）ヘリコプター集材による高齢級人工林の小面積皆伐を実行し，天然更新と植え込みによる林

種転換実験を新たに行う。

７）青少年を対象とした自然環境教育のための見本林，展示林および歩道を整備する
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８）房総半島における稀少なヒメコマツの保護と増殖を積極的に行う。

９）マツ材線虫病抵抗性マツ類の選抜育種を積極的に行う。

10）持続的森林経営のためにGISを用いた森林情報管理システムを確立する。

11）ニホンジカ食害対策として大苗を用いた植栽実験を行う。

12）モミ・ツガ天然林の推移を観察するための固定試験地を新たに設置する。

13）野生生物の生息数の動向を把握するための調査を定期的に行う。

14）袋山沢における対照流域法の実験を継続し，観測データの整備を図る。

15）試験地の見直しにより，当初の目的の終了したものを廃止し，測定体制を整備する。

1.7　地種区分の考え方

　演習林では，これまで森林科学分野の教育研究施設としての利用を前提に森林の整備と運営が

図られてきたが，今日，その使命はさらに増大している。

　演習林における地種区分は，林地と除地に分け，林地をさらに特別研究林と施業実験林に区分

する。特別研究林は，森林科学に関する各種試験地，学術参考林，特別保護林，風致林，水源林

等で森林に関する個別の研究課題や教育目的に対応した森林整備を行う森林とする。施業実験林

は，現実の森林における持続的な森林の維持と経営システム構築のための教育研究を行う場とし

て位置づけられる森林である。そのための具体的な森林の取り扱い方法を経常的に検討し，収穫

と森林造成の安定したサイクルを創出する。また，天然生態系と遺伝子資源の保全のための具体

的手法について研究する。これにより，人工林における持続的森林経営と森林生態系維持の手法

の確立が図られ，地球規模での環境問題の解決に資することができる。

　特別研究林と施業実験林は，第８期経営案まではそれぞれ特別施業地及び普通施業地と呼ばれ

たものである。第９期経営案では上記のとおり名称変更を行い，同時に林地利用の考え方も変更

した。それは各林地の保有する機能をさらに高度に発揮させ，積極的に教育研究に供することを

目指している。

　以上の区分に基づいた地種別面積及び森林区画は表－２，表－３の通りである。

　森林区画法は第８期経営案から用いられているもので，森林の現況，経営目的等により各小班

をＡ～Ｅの５種のタイプに区分している。Ａタイプはモミ，ツガを優占樹種とする針葉樹主体の

天然林であり387ha，保護林や風致林を含んでいる。Ｂタイプは広葉樹主体の天然生二次林（一部，

モミ・ツガ混生）で949ha，旧薪炭林といわれる林地である。Ｃタイプはスギ，ヒノキ，マツな

どの人工林であり824ha，試験林も含まれている。Ｄタイプは見本林，展示林などの系統の保存

や展示を目的とした57haの林地である。Ｅタイプは苗畑，採穂園，作業所構内など最も人為の

加わっている８haの林地である。
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表－２　地種別面積内訳
地　　種 林　　種 種　　類 小班数 面積（ha）

特別研究林 試 験 林 109 130.29
保 護 林 41 312.76
見 本 林 33 32.11
風 致 林 36 57.00 

計 219 532.16

施業実験林 高　　　 林 普 通 施 業 林 315 529.66
長 伐 期 林 39 169.64
小 　 　 　 計 354 699.30 

中　　　 林 モ ミ・ ツ ガ 林 9 77.55
有用広葉樹生産林 23 101.93
小 　 　 　 計 32 179.48

低　　　 林 薪炭・チップ林 108 676.02
シイタケ原木林 20 69.89
竹 　 　 林 4 1.19
小 　 　 　 計 132 747.10 

計 518 1625.88

除 地 建 物 敷 地 3.27
苗 畑 1.85
採 穂 園 3.43
刈 上 場 0.56
河 川 敷 17.72
水 流 敷 32.72
林 道 敷 8.46

計 68.01

合　　　計 737 2226.05

表－３　森林区画

林　種 林班数
林班面積（ha）

小班数
小班面積（ha）

最大 最小 平均 最大 最小 平均

Ａ 28 58.47 0.35 13.81 45 54.97 0.35 8.59
Ｂ 46 48.26 2.78 20.62 186 34.65 0.05 5.1
Ｃ 47 38.81 0.74 17.54 420 21.76 0.05 1.96
Ｄ 26 11.88 0.1 2.18 56 5.16 0.05 1.01
Ｅ 8 2.22 0.48 1.04 9 2.22 0.2 0.92

全体 47 75.92 22.49 47.33 716 54.97 0.05 3.11
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２．研　究　課　題

　千葉演習林は森林の持続的経営と多面的機能の維持・増進を目指した教育研究を推進すること

を主たる使命として位置づけている。そのための研究課題は，千葉演習林の立地と環境が十分に

活かされ，これまで長年にわたって収集，蓄積されてきた膨大な資料を活用するものでなければ

ならない。研究課題には演習林の教職員や学生が主体的に実施するものと，演習林以外の研究者

や学生が主体的に実施するもの，あるいは両者の共同研究によるものなどがあるが，いずれにせ

よ演習林職員の協力がなければ初期の目標を達成することはできない。そのため，研究課題にあ

たっては実行可能性の吟味が必要である。また，長期にわたる組織的な調査研究の成果を公表す

るための体制を整えておく必要がある。

2.1　人工林の管理育成を中心に据えた持続的な林業経営

　千葉演習林は設立以来，110年以上にわたり人工林造成を基軸とした持続的な森林経営を実践

してきた。地球規模での森林減少が深刻化する中で，今後も持続的な森林経営に関する情報を提

供し続けることが千葉演習林に与えられた課題である。森林の持つ公益的機能を高度に発揮させ

るため，林内照度を調整しながら針葉樹二段林を造成する複層林造成に関する情報提供は第12期

試験研究計画における中心的な課題である。千葉演習林には，高齢級の人工林が多く存在し，最

高齢は1835年（桜ヶ尾）の植栽である。このほかに1853年（神田上），1859年（今澄）植栽の人

工林を始めとして100年生以上の人工林が100haある。さらに，80年生以上の人工林が37％を占

めている。こうした高齢級人工林を対象とする長伐期施業の研究も今日的な課題の一つである。

特に，スギ・ヒノキ高齢人工林の環境保全的間伐法の検討や木造建築文化財を維持するための森

林資源管理は千葉演習林で既に取り組まれている特徴的な研究課題である。さらに，有用広葉樹

の侵入を促し混交複層林に誘導する針葉樹人工林の施業についても，社会的ニーズが高まってお

り，積極的に取り組む必要がある。また，ヘリコプターによる奥地林からの集材方法について，

安全性向上と効率化に関する情報を収集するための実験を行う。こうした持続的森林経営の結果

産出される木材資源を有効に活用するため，より高品質な木材生産に関する技術の向上，特に広

葉樹材の用途開発が重要な課題である。かつて，燃料材として利用されてきた広葉樹二次林につ

いては短伐期萌芽更新の生産力評価を行い，森林の炭素固定機能やバイオマス資源としての可能

性について情報を提供する。

　多様化する森林への社会的要請に対応するため，リモートセンシングを始めとする森林モニタ

リング技術の向上とこれらを活用するデータベースやGIS情報の整備が求められており，さらに

これらの情報を的確に発信するためのシステムの開発が今期の課題である。
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2.2　森林植生の維持を目的とした野生生物の適正な管理

　房総半島南部の天然林は，拡大造林，宅地造成，ゴルフ場その他のリゾ－ト施設や産業廃棄物

処理場の建設などによって，近年急激に減少している。千葉演習林一帯は，この地方の自然を代

表するモミ・ツガを優占種とする針葉樹天然林が比較的まとまって残っている地域である。これ

らの天然林を主体とする自然は，教育研究用として貴重なだけでなく，この地域の環境保全やレ

クレ－ション資源としても重要である。

　千葉演習林における野生動物による森林被害は，1960年頃のノウサギによるヒノキ植栽苗の食

害や，1981年頃からのニホンジカによるスギ植栽苗の食害の記録があるものの，いずれも被害は

局所的で，植栽地全体の育成に影響を与えるような状況ではなかった。しかし，1970年代後半か

ら始まったニホンジカの分布域拡大及び個体数増加に伴い，1985年頃から林分全体にわたるニホ

ンジカによるスギ植栽苗の食害や，天然林の下層植生への強度の採食圧が認められるようになっ

た。さらに，ニホンジカの増加に伴うヤマビル等の寄生動物の増加がみられ，教育研究活動にも

支障が生じている。

　森林植生の維持を目的としたニホンジカをはじめとする野生生物の適正な保護管理に関する調

査・研究は，房総半島のみならず，大型哺乳類の生息する日本全国の森林に共通する課題でもあ

る。千葉演習林は全域が鳥獣保護区で，他の地域から孤立した房総半島のニホンジカ個体群の中

心的な保護地域に指定されている。動物相の豊かさと共に，寒冷期の遺存種も含め，暖温帯と冷

温帯性のそれぞれの北限，南限種が自生しており，植物層も極めて豊かである。

　暖温帯を代表する貴重な天然林の衰退を防止し，森林生物資源の持続的な利用と森林の環境形

成機能を健全に維持するためには，環境収容力を基礎にした適切な野生生物管理システムの確立

が必要である。そのためには，野生生物の生息状況を的確に把握すること，森林植生の時空間的

な変動を長期にわたって組織的に調査・研究すること，森林生態系の回復技術及び防除対策を確

立すること，ヤマビルの生態や防除に関する研究の推進，そして，その成果を発信していくこと

が重要である。

　第12期試験研究計画において取り組む主な調査・研究課題は以下のとおりである。

１．広葉樹二次林の更新動態とニホンジカの影響に関する研究

２．ニホンジカをはじめとする野生生物の生息数調査

３．ヤマビルの生態と防除に関する研究

2.3　マツ材線虫病抵抗性マツ類の選抜育種と防御機構の研究

　わが国において，マツ類はスギ，ヒノキに次ぐ木材資源であると同時に，景観形成，治山治水

など多くの働きがある重要な樹種である。しかし，わが国のマツ類は侵入病害であるマツ材線虫

病に感受性で，枯損被害は西日本から急激に拡大し，近年では東北地方まで壊滅的な被害を受け
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る状況になっている。

　千葉演習林においても，1960年代から本病によりマツ林が激害を受け，その対策として，1970

年代から本病抵抗性マツの選抜育種研究に着手し，抵抗性が比較的高いアカマツ29個体，アイグ

ロマツ１個体の選抜に成功した。それらの接木クローンを用いて1983年に採種園を造成し，抵抗

性の高い実生苗の生産に着手した。しかし，当採種園においても本病による枯死個体が低率では

あるが徐々に生じている。このことは異なるマツノザイセンチュウ系統を用いた採種園個体の抵

抗性の再評価と，新たな抵抗性個体の選抜の必要性を示すものである。

　また，クロマツについては，海岸地域を中心に需要が多いにもかかわらず，全国的に抵抗性個

体が少なく，十分な苗木が供給されていない。千葉演習林においても抵抗性候補個体選抜の段階

で，アカマツのような抵抗性の高い個体が選抜されていない。

　なお，本病に対する抵抗性機構は部分的に明らかになっているだけであるが，この機構が分かれ

ば，それを指標として抵抗性個体の選抜あるいは交配による創造を効率よく進めることができる。

　そこで，第12期試験研究計画において，病原力の強いマツノザイセンチュウを用いた採種園構

成個体の抵抗性の再評価，アカマツ・クロマツの新たな抵抗性個体の選抜，人工交配による抵抗

性の遺伝力検定と抵抗性個体の創造により，新しいアカマツとクロマツの採種園造成，また抵抗

性機構の解明を計画している。これらの研究の一部は他研究機関との共同研究が計画されている。

　具体的な課題として以下のような項目の研究を行う。

１．アカマツ採種園構成個体の抵抗性の再評価

２．アカマツ・クロマツの新たな抵抗性個体の選抜

３．人工交配による抵抗性の遺伝力検定と抵抗性個体の創造

４．アカマツ・クロマツの抵抗性再評価，選抜個体による採種園の再整備

５．抵抗性個体および誘導抵抗性における抵抗性機構解明

2.4　ヒメコマツ等絶滅危惧植物の分布調査および保全方法の確立

　房総半島には他の地域から隔離された状態で，低標高（標高約120～350m）の暖温帯域にヒメ

コマツの分布が知られている。このヒメコマツ集団は最終氷期の遺存植物として房総半島の地史

的，植物地理学的観点から非常に貴重な植物である。しかし，近年（1970年代から）マツ材線虫

病等により急激に衰退し，2001年現在，成木が75本確認されるのみで，その後も毎年枯死が続い

ていること，次世代を担う稚樹がほとんど育っていないこと等のため，地域的絶滅の可能性が高

い状態になっている。こうした状況を受け，千葉県レッドデータリスト2004年改訂版において「最

重要保護生物」に指定された。

　千葉演習林においても，ヒメコマツは1978年時点で200本以上確認されていたが，2001年には

27本に激減している。生存個体のDNA分析の結果，生存個体は100年以上前の遺伝形質を保持し
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ているため，集団としての遺伝的多様性は著しくは劣化していないが，種子の父親鑑定の結果，

ほとんどが自家受粉を行っていて，種子の稔性が非常に低く，次世代の遺伝的多様性が見込めな

いこと。充実した種子がほとんど生産されていない，林床が暗い等が影響して稚樹が育たないこ

とが明らかとなった。

　そこで，ヒメコマツを中心に冷温帯系南限植物，暖温帯系北限植物の保全に関する研究として

第12期試験研究計画において以下の項目の研究を行う

１．ヒメコマツ天然個体からの実生苗木生産

２．ヒメコマツ天然個体の遺伝子保存と採種園造成

３．ヒメコマツの人工交配による多様性維持

４．ヒメコマツ稚樹のかさぶたがんしゅ病対策

５．ヒメコマツ天然個体の生育環境調査

６．ヒメコマツの生育地へ育成苗の植栽，管理方法の検討

７．ヒメコマツのマツ材線虫病対策

８．冷温帯系南限植物の分布調査

９．暖温帯系北限植物の分布調査

2.5　長期生態系プロットにおける森林生態系の解明

　森林生態系は長い年月をかけて形成されたものであり，その動態や自然災害・伐採などによる

攪乱の影響を解明するためには，大面積の森林を長期にわたって観測する必要がある。房総地域

における森林のうちで上層にモミ・ツガを主体とし，下層がカシ類，スダジイ等の常緑広葉樹か

らなる針広混交天然林は，千葉演習林とその周辺にのみ残されている。この学術上貴重な森林を

持続的に保護管理することが今後の重要な課題である。モミ・ツガは比較的短命であり，千葉演

習林では200年生前後までに大半が枯損している。特に，天然林におけるモミ・ツガの枯損が目

立つようになっている。今後このような状況が続くと，カシ類，スダジイ等の常緑広葉樹が優占

する天然林に遷移する可能性が高い。しかし，こうした天然林に関する研究報告は少なく，千葉

演習林においても天然林の林分動態に関する系統だてた報告はほとんど無い。

　1998年よりスタートした東京大学演習林の研究プロジェクト「長期生態系プロットによる森林

生態系の解明」により，千葉演習林では1939年に設定され，その後２回調査が行われている楢の

木台モミ天然生育林撫育試験地を復元し，さらに，過去の記録や調査資料の整理解析を行い，長

期にわたる継続調査をもとに房総地域における持続的な天然林の保育管理方針を確立する。

　近年，ニホンジカやイノシシが激増し，林床の攪乱や植物への食害が著しく，林床植生が破壊

されている。今後は獣害対策用防護ネット等により植生の保護に努めるとともに，柵内外の植生

調査を実施して野生動物の影響を評価する。
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2.6　総合対照流域法による森林水文研究

　森林が水・エネルギー循環に及ぼす影響を実験的に把握するための研究として，実際に森林を

伐採してその影響を評価する対照流域法は最も望ましい調査手法の一つである。対照流域法は並

列する２流域の一方の流域について植生に変更を加え，植生に手を加えない他方の流域との差を

植生変化による影響として検出するものである。千葉演習林袋山沢流域において，1992（平成４）

年に量水堰を建設して以来，対照流域法のための森林伐採を準備してきた。隣接する２流域がほ

ぼ同じ条件にあるA流域（0.80ha）とB流域（1.09ha）はいずれも1928年から1931年にかけて植栽

されたスギ・ヒノキ林に覆われている。1999（平成11）年に植栽後約70年を経過したB流域のスギ・

ヒノキを皆伐し，翌2000年春にスギ・ヒノキの苗木をhaあたり約3000本の割合で植栽した。A流

域は伐採せずにそのままスギ・ヒノキ林の状態を維持している。この２流域の末端と両者が合流

した地点に量水堰がある。従来の対照流域法は森林と水の関係，特に水の量や質との関係につい

て調査されてきた。しかし，森林の伐採は根の枯死，腐朽を通して森林土壌の物理性，化学性に

緩慢な変化を与え，これが土壌呼吸，表層土風化，斜面安定度の変化など様々な要因に変化を与

えていくことが考えられる。二酸化炭素循環，土壌表層の土壌動物層にも変化が現れるはずであ

る。伐採に伴うこれらの変化実態を調べた記述は森林と環境の関わりを知る上で重要な情報とな

る。そこで袋山沢流域における森林水文試験はこれらを複合して伐採に伴って生ずる変化を，で

きるだけ多様な項目について検出するものであるので，これを「総合対照流域法」と呼ぶことに

する。本計画では以下の各項目について調査を行う。

１．植生（現存量，一次生産量）

２．水収支（流出量，降水量，樹冠遮断量，林分蒸散量など）

３．水質（pH，EC，各種イオン濃度など）

４．エネルギー収支

５．二酸化炭素フラックス

６．土壌水分

７．地下水位

８．土壌物理性

９．土壌化学性

2.7　地域の青少年および社会人を対象とした環境教育の取り組み

　人類が過去の経験したことのない早さでの経済活動の拡大や人口の爆発的な増加により地球シ

ステムに様々なきしみが生じている。こうした問題に応えることが大学の使命の一つである。大

学演習林は大学における専門教育のみならず，大学教育におけるリベラルアーツの一つとして位

置づけて，森林と人との関わり方や生命倫理の問題について学ぶ場として，一般学生の教育に供
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している。環境教育は動植物そのものだけが対象ではなく，人間活動の結果自然に及ぼした影響

についても関心を持ち，社会，経済，文化，法律，信仰など様々な人間側の問題について考える

ものである。こうした教育の対象を社会人や高校生から小学生にいたる初等教育に拡大し，野外

自然体験，地球環境問題，自然環境保全，動植物の生態観察などのテーマを設けて幅広い自然環

境教育が計画的に実施されている。今期においてもさらに地域に密着した東京大学の施設として，

地球規模での環境教育を行うために以下の項目に取り組む

１．適切な環境教育プログラムの編成とその効果の把握

２．自然環境教育の場としての適切な森林整備手法の探求

2.8　森林資源の多目的利用のための時間的空間的管理手法の開発

　森林の育成には長時間を要し，多くの関係者が森林管理に携わることになり，適切な管理には

過去におけるその場所の情報を正確に伝達することが必要である。特に，大学演習林の経営目的

は教育と研究であり，森林の利用者は対象となる林分の過去の取り扱い情報に関する要請が高い。

これまで，成長データ，収穫方法，更新や保育の履歴について文字情報として記録することはあ

っても，地図情報にリンクすることはなされていなかった。千葉演習林は500以上の林小班から

なり，100年以上前からの森林管理の記録を続けている。千葉演習林の地図情報として最も古い

ものは1898年の施業計画の為の縮尺１万分の一の林相図である。林相図は施業計画作成の度ごと

にほぼ10年おきにこれまで11期にわたり作成されているが，1985年の第10期までの林相図はデジ

タル化されていない。このほかに，2001年に撮影した航空写真によるオルソフォトマップ。縮尺

2500分の一地形図。10mメッシュのDEMデータ。1995年の第11期試験研究計画の林相図の

TNTmipsデータなどのデジタル情報が作成されているが，これらの地図情報が連携していない。

また，千葉演習林では各種の長期観測データがデジタル化されている。1916年からの気象観測デ

ータ。1917年からの人工林と天然林の固定成長量試験地データ。1927年から計測している約500

本の保護樹に関するデータ。デジタル化されていない資料として，1898年からの森林現況簿，造

林台帳，施業沿革簿，立木処分資料などがある。このような時間情報を含んだデータを位置情報

および図形情報と連携させて演習林利用者に提供するため，これらの情報を統合するために第12

期において時間情報を含んだ時空間GISを本格的に導入する。

３．特　別　研　究　林

　千葉演習林は我が国の森林科学分野の教育研究における先駆的な施設であり，その地理的条件

から暖温帯林に関する教育研究並びにスギ・ヒノキを主とした人工林施業に関する試験研究が活

発に行われてきた。これまでに設定された試験地は森林経理学及び造林学の研究分野に関するも

のが多く，その一部は現在でも主要な研究課題として継続されている。特別研究林は109箇所，
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130haの試験林，41箇所，313haの保護林，33箇所，32haの見本林，36箇所，57haの風致林に区

分される。

　第12期試験研究計画はこれまでの方針を引き継ぎ，人工林を中心とした試験研究を進めること

としているが，近年一段と注目されてきた広葉樹天然林の社会的活用を意図した研究課題にも取

り組むこととしている。

　人工林については，これまで長年にわたって積み重ねられてきた研究資料を活かすとともに将

来を長期的に展望して，森林科学の向上と社会情勢に対応した研究体制を確立する。また，試験

林の整備，調査測定を継続して行い，林分の現況把握を適切に行う。次に長伐期施業についての，

間伐木選定基準，伐木集材による残存木の損傷，風雪害の発生状況等について調査研究を進める。

さらに，社会的要請の高い複層林施業を計画的に実施し，具体的な育林方法を提案する。天然性

二次林については，バイオマスエネルギーへの期待に応えて生産力や更新方法を調査し，資源造

成のあり方について検討する。

3.1　試験林・試験地

　千葉演習林ではこれまで人工林経営に関する試験研究が主に行われてきたが，第12期において

も人工林を中心に据えた持続的な林業経営を中心課題として取り組む。また，天然林及び天然性

二次林の林分構造，生産力等を明らかにし広葉樹の活用を目的とした基礎的研究を行う。表－４

に第12期に維持する試験地を示し，表－５に代表的な試験地について試験研究経過と目的を示す。

3.1.1　育苗試験

　育苗に関する研究は1955（昭和30）年頃より，播種，床替及び挿木苗等について数多く試みら

れてきた。しかし，近年苗畑の地力減退，病害虫の発生，野生動物による食害等育苗上の問題が

顕在化してきていることや苗畑労働力の減少等から，より効率の良い育苗システムの開発が第12

期における課題である。

3.1.2　主要林木育林試験

　育林に関する試験研究は広範にわたるが，植え付け法や植栽密度の試験地については適宜測定

を継続させる。しかし，設定当初の目的を達成したものについては試験を終了し，施業実験林に

編入する。近年，顕在化した野生動物の食害防除を考慮した試験地を設定し，新たな育林体系を

構築することが第12期における課題である。

3.1.3　成長測定試験地

　森林に関する試験は長年月を要し，その成長に関する試験は森林科学の根幹をなす研究である。

千葉演習林では1900年頃に植栽された林分を対象に1916（大正５）年より５年ごとに定期的な測

定を行っている。この試験地は我が国で最初の成長測定試験地である。現在11箇所あるが，高齢

林分であるため，1978（昭和53）年に若齢林分３箇所を新規に設定した。この試験地の目的は，
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06
 

調
査
後
手
入
れ
を
要
す
。

百
周
年
記
念
林

南
沢

45
Ｃ
10
-1

19
94

19
94

1.1
4 

20
09
 

ス
ギ
大
学
職
員
記
念
植
栽

外
国
樹
種
見
本
林

鍛
冶
坂

46
Ｄ
3

19
23

19
23

0.2
0 

20
08
 

10
年
毎
に
調
査
実
施

外
国
樹
種
見
本
林

鶏
毛
山

47
Ｄ
6

19
41

19
41

0.0
5 

20
08
 

10
年
毎
に
調
査
実
施

各
樹
種
見
本
林

向
山

6Ｄ
19
77

0.0
6 

10
年
毎
に
調
査
実
施
，
資
料
有
り

セ
ン
ペ
ル
セ
コ
イ
ヤ
見
本
林

桑
ノ
木
沢

1Ｄ
19
29

19
29

0.1
6 

20
06
 

10
年
毎
に
調
査
実
施
，
資
料
有
り

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
見
本
林

楢
ノ
木
台

8Ｄ
2

19
60

19
60

0.1
0 

20
06
 

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
見
本
林

四
郎
冶
沢

13
Ｄ

19
59

19
59

0.1
6 

現
状
維
持

カ
シ
類
見
本
林

今
澄

24
Ｄ

19
55

19
55

0.2
7 

林
道
拡
幅
の
た
め
縮
小
，
現
状
維
持

長
尾
見
本
林

長
尾

37
Ｄ

19
28

19
28

1.6
5 

20
07
 

サ
ワ
ラ
，
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
，
エ
ン
ピ
ツ
ビ
ャ
ク
シ
ン
現
状
把
握

武
者
土
見
本
林

武
者
土

45
Ｄ
4

2.9
0 

20
07
 

ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
吸
収
根
あ
り
，
10
年
毎
に
調
査
整
備
す
る

桜
ヶ
尾
見
本
林

桜
ヶ
尾

43
Ｄ

19
29

19
29

0.6
1 

ハ
ン
テ
ン
ボ
ク
（
19
29
）
セ
ン
ペ
ル
セ
コ
イ
ヤ
（
19
34
）
現
状
維
持

鍛
冶
坂
見
本
林

鍛
冶
坂

47
Ｄ
1

19
23

19
23

0.1
0 

ビ
ャ
ク
シ
ン
他
外
国
樹
種
本
数
減
少
に
よ
り
現
状
把
握

硯
石
見
本
林

硯
石

47
Ｄ
4

19
65

19
65

0.6
4 

20
07
 

ユ
ウ
カ
リ
他
本
数
減
少
の
た
め
ク
ス
林
と
す
る
10
年
毎
の
調
査
実
施

亜
熱
帯
植
物
園

天
津
構
内

19
27

0.5
0 

現
状
維
持
・
手
入
れ
を
要
す
る
。

森
林
公
園

東
漢
森

41
Ｃ
10

19
91

2.2
6 

手
入
れ
を
行
い
現
状
維
持
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表
－
４
－
２
　
試
験
地
一
覧
（
2）

項
目

細
目

試
験
課
題

地
名

林
小
班

植
栽
年

設
定
年

面
積

調
査
年

目
的
お
よ
び
記
事

系
統
保
存
林

西
ノ
沢
品
種
展
示
林

西
ノ
沢

4Ｄ
19
32

19
32

0.5
1 

相
ノ
沢
試
験
地
と
対
応
，
現
状
維
持

ス
ギ
品
種
試
験
地

相
ノ
沢

9Ｄ
19
17

19
17

0.8
3 

20
08
 

10
年
毎
に
調
査
実
施
，
資
料
有
り

ス
ギ
品
種
試
験
地

神
田
上

16
Ｄ

19
33
～
4

1.4
9 

20
07
 

相
ノ
沢
試
験
地
と
対
応
，
現
状
把
握
を
実
施

各
地
産
ヒ
ノ
キ
植
栽
試
験
地

東
ノ
沢

11
Ｄ
2

19
47

0.9
0 

20
10
 

品
種
間
差
異
無
く
，
間
伐
試
験
地
と
し
て
５
年
毎
調
査
実
施

各
地
産
マ
ツ
植
栽
地

川
台

17
Ｄ
1

19
93

0.2
8 

抵
抗
性
候
補
木
，
手
入
れ
を
要
す

サ
ン
ブ
ス
ギ
実
生
と
挿
し
木
植
栽
地

毘
沙
門

41
Ｃ
4

19
61

0.1
0 

20
06
 

手
入
れ
を
し
花
粉
対
策
に
利
用

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
開
花
試
験
地

郷
台

10
E

19
30

0.0
1 

随
時

現
状
維
持
，
タ
ケ
ノ
コ
発
生
数
の
記
録

モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
開
花
試
験
地

堂
沢

19
98

19
98

0.0
1 

随
時

現
状
維
持
，
タ
ケ
ノ
コ
発
生
数
の
記
録

造
林

植
付
け
法

低
湿
地
造
林
試
験
地

安
野

2Ｃ
5

18
93

0.3
0 

現
状
把
握

ス
ギ
直
挿
造
林
試
験
地

柚
ノ
木

3Ｃ
3

19
61

0.4
9 

記
録
の
み
，
サ
ン
ブ
実
生
有
り

巣
植
・
階
段
造
林
試
験
地

梨
ノ
木
台

43
Ｃ
14

19
63

0.3
0 

巣
植
え
は
現
状
維
持
・
階
段
造
林
は
廃
止

巣
植
造
林
試
験
地

飛
越
し

41
Ｃ
6

19
55

19
55

0.8
0 

20
09
 

現
状
維
持
，
10
年
毎
調
査
実
施

大
苗
植
栽
生
育
試
験

川
台
他

17
D
3

20
01

20
01

0.5
0 

20
07
 

植
栽
密
度
試
験

ス
ギ
疎
密
植
栽
試
験

前
沢

28
Ｃ
1-
3

19
84

19
84

2.1
4 

現
状
維
持
　
雪
害
あ
り

試
験
林

成
長
測
定
試
験
地

ス
ギ
安
野
1号
試
験
地

安
野

2Ｃ
5

19
03

19
16

0.1
4 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
安
野
2号
試
験
地

安
野

2Ｃ
5

19
02

19
16

0.0
3 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
鐘
付
台
試
験
地

鐘
付
台

3Ｃ
1

19
62

19
78

0.5
4 

20
06
.9 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
郷
台
1号
試
験
地

郷
台

11
Ｃ
1

19
05

19
16

0.1
4 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
郷
台
2号
試
験
地

郷
台

10
Ｃ
1

19
03
～
04

19
16

0.0
3 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
牛
蒡
沢
試
験
地

牛
蒡
沢

11
Ｃ
1

19
39

19
40

0.5
4 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
郷
田
倉
4号
試
験
地

郷
田
倉

25
Ｃ
3

19
64

19
78

0.0
4 

20
06
.9 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
大
平
試
験
地

大
平

46
Ｃ
6

19
00

19
16

0.0
6 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ヒ
ノ
キ
仙
石
試
験
地

仙
石

33
Ｄ

19
62

19
78

0.0
4 

20
06
.9 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ヒ
ノ
キ
女
滝
1号
試
験
地

女
滝

38
Ｃ
7

19
03
～
04

19
16

0.0
4 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ヒ
ノ
キ
女
滝
2号
試
験
地

女
滝

38
Ｃ
7

19
03
～
04

19
16

0.0
2 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ヒ
ノ
キ
女
滝
3号
試
験
地

女
滝

38
Ｃ
7

19
03
～
04

19
16

0.0
4 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ヒ
ノ
キ
大
平
1号
試
験
地

大
平

46
Ｃ
8

19
00

19
16

0.0
3 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ヒ
ノ
キ
大
平
2号
試
験
地

大
平

46
Ｃ
8

19
00

19
16

0.0
2 

20
06
.3 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ク
ス
追
原
成
長
測
定
試
験
地

追
原

17
Ｄ
6

19
09

19
09

1.5
2 

20
08
 

現
状
維
持
，
10
年
毎
調
査
実
施

ク
ス
硯
石
成
長
測
定
試
験
地

硯
石

47
Ｄ
2

18
98

19
16

2.3
3 

20
08
 

現
状
維
持
，
10
年
毎
調
査
実
施

広
葉
樹
二
次
林
固
定
試
験
地

各
所

18
箇
所

19
85

1.0
0 

20
10
 

10
年
ご
と
に
定
期
的
調
査
を
行
う

ヒ
ノ
キ
東
の
沢
試
験
地

東
ノ
沢

11
D
2

19
50

20
06

1.0
3 

20
11
 

20
06
年
間
伐
試
験
と
し
て
設
定

桧
皮
生
産
実
験
林

相
ノ
沢

10
C4

19
15

19
98

1.6
7 

試
験
終
了
ま
で
毎
年
測
定



182 183
表
－
４
－
３
　
試
験
地
一
覧
（
3）

項
目

細
目

試
験
課
題

地
名

林
小
班

植
栽
年

設
定
年

面
積

調
査
年

目
的
お
よ
び
記
事

育
種
試
験
林

地
ス
ギ
個
体
選
抜
母
樹
別
植
栽
試
験
地

安
野

2Ｃ
5-
1

19
73

19
73

1.3
7 

記
録
の
み
（
モ
ミ
･コ
ナ
ラ
有
り
）

関
東
地
方
ス
ギ
精
英
樹
植
栽
試
験
地

仙
石

33
Ｄ

19
72

0.1
0 

手
入
れ
を
行
い
調
査
は
必
要
に
応
じ
行
う

ス
ギ
品
種
・
精
英
樹
植
栽
試
験
地

遠
矢
ヶ
台

47
Ｄ
5

19
65

1.3
2 

位
置
図
の
整
備
，
調
査
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
。

各
種
育
種
試
験
地

仙
石

33
Ｄ

19
62

4.4
5 

位
置
図
の
整
備
，
調
査
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
。

長
伐
期
施
業

ス
ギ
長
伐
期
複
層
林
施
業
試
験
地

安
野

2Ｃ
5ａ

19
02

19
78

7.6
3 

20
05
 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

参
考
林

ス
ギ
細
野
長
伐
期
施
業
試
験
地

細
野

12
C1

19
09

19
78

13
.18
 

現
状
維
持
，

ス
ギ
前
沢
長
伐
期
施
業
試
験
地

前
沢

28
C2

19
10

19
78

2.8
8 

現
状
維
持
，

ス
ギ
南
沢
長
伐
期
施
業
試
験
地

南
沢

45
C1
1

19
04

19
77

0.5
0 

現
状
維
持
，

ヒ
ノ
キ
大
平
長
伐
期
施
業
試
験
地

大
平

46
C8

19
00

19
78

0.5
0 

現
状
維
持
，

ス
ギ
今
澄
長
伐
期
施
業
試
験
地

今
澄

40
C5

18
59

19
36

0.8
1 

20
08
 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
一
杯
水
長
伐
期
施
業
試
験
地

一
杯
水

46
C1

18
94

19
93

1.3
9 

20
08
 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
郷
田
倉
長
伐
期
施
業
試
験
地

郷
田
倉

27
C4

18
94

19
91

1.0
0 

20
08
 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

ス
ギ
牛
蒡
沢
長
伐
期
施
業
試
験
地

牛
蒡
沢

11
C1

19
06

19
92

6.0
0 

現
状
維
持
，

高
齢
林
の
間
伐
方
法
の
検
討

郷
田
倉

27
C4

18
94

19
93

1.0
1 

20
10
 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

非
皆
伐
複
層
林
造
成
試
験
地

柚
ノ
木

3Ｃ
2

19
09

19
81

0.3
4 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

非
皆
伐
複
層
林
造
成
試
験
地

亀
ノ
沢

21
Ｃ

19
15

19
82

0.3
0 

５
年
ご
と
に
定
期
調
査
を
行
う

非
皆
伐
複
層
林
造
成
試
験
地

郷
田
倉

26
Ｃ
5

18
94

19
93

1.0
0 

現
状
維
持
，

非
皆
伐
複
層
林
造
成
試
験
地

梨
ノ
木
台

43
Ｃ
11

19
97

0.4
0 

現
状
維
持
，

帯
状
間
伐
試
験
地

相
ノ
沢

19
C6
/7

19
26

19
97

10
.00
 

現
状
維
持
，
必
要
に
応
じ
て
調
査

水
文
試
験
地

小
流
域
量
水
試
験
地

袋
山

2C
1

19
29
・
20
00

19
92

2.3
9 

砂
防
学
研
究
室
と
共
同
研
究

新
田

2E
19
95

0.5
0 

主
と
し
て
フ
ラ
ッ
ク
ス
実
験

針
葉
樹
天
然
林
固
定
試
験
地

モ
ミ
ツ
ガ
天
然
林
長
期
プ
ロ
ッ
ト

楢
ノ
木
台

8A
1

19
99

4.7
0 

20
09
 

４
年
毎
に
調
査
を
行
う

モ
ミ
林
の
成
立
過
程
の
林
分
構
造

濁
り
川

30
A
2

20
01

13
.66
 

20
11
 

５
年
毎
に
調
査
を
行
う

モ
ミ
林
の
固
定
試
験
地

菖
蒲
沢

36
A
2

19
39

0.7
5 

20
06
 

５
年
毎
に
調
査
を
行
う

モ
ミ
林
の
固
定
試
験
地

鍛
冶
坂

47
A

19
82

4.1
9 

20
10
 

５
年
毎
に
調
査
を
行
う

学
術
参
考
林

ス
ギ
高
齢
人
工
林

今
澄

40
C5

18
59

1.1
0 

20
08
 

５
年
ご
と
に
定
期
的
調
査
を
行
う
。

ス
ギ
高
齢
人
工
林

神
田
上

16
Ｃ
2

18
53

1.2
2 

20
08
 

５
年
ご
と
に
定
期
的
調
査
を
行
う
。

ス
ギ
高
齢
人
工
林

桜
ヶ
尾

43
Ｃ
16

18
35

0.9
9 

20
07
 

５
年
ご
と
に
定
期
的
調
査
を
行
う
。

モ
ミ
･ツ
ガ
針
葉
樹
天
然
林

浅
間
山

41
Ａ

3.3
7 

20
13
 

10
年
ご
と
に
定
期
的
調
査
を
行
う

モ
ミ
･ツ
ガ
針
葉
樹
天
然
林

独
鈷
山

42
Ａ

2.0
9 

20
10
 

10
年
ご
と
に
定
期
的
調
査
を
行
う

モ
ミ
･ツ
ガ
針
葉
樹
天
然
林

堂
沢

27
Ａ
1

9.1
2 

20
10
 

10
年
ご
と
に
定
期
的
調
査
を
行
う

17
.89
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表
－
４
－
４
　
試
験
地
一
覧
（
4）

項
目

細
目

試
験
課
題

地
名

林
小
班

植
栽
年

設
定
年

面
積

調
査
年

目
的
お
よ
び
記
事

利
用

伐
出

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
出
実
験

女
滝
他

38
C7

19
03

20
06

13
.54
 

伐
出
に
伴
う
残
存
立
木
の
損
傷

必
要
に
応
じ
設
定

保
護

環
境

ヒ
メ
コ
マ
ツ
調
査
試
験
地

四
郎
冶
他

15
Ｂ
1他

19
77

0.0
7 

継
続
調
査
を
行
う
。

抵
抗
性
マ
ツ
選
抜
実
験

全
域

継
続
調
査
を
行
う
。

カ
ヤ
分
布
調
査
試
験
地

全
域

19
27

19
27
年
の
調
査
の
み
で
今
後
1施
業
期
に
１
回
生
育
調
査
を
実
施

シ
カ
生
態
調
査

全
域

19
89

継
続
調
査

シ
カ
等
野
生
動
物
食
害
調
査

全
域

継
続
調
査

山
ビ
ル
の
生
態
調
査

全
域

19
90

継
続
調
査

オ
サ
ム
シ
の
生
態
調
査

全
域

19
90

千
葉
演
習
林
と
し
て
は
中
止

基
盤
研
究

基
盤
研
究

鳥
類

全
域

20
03

全
演
共
通
テ
ー
マ

昆
虫

全
域

20
03

全
演
共
通
テ
ー
マ

植
物

全
域

20
03

全
演
共
通
テ
ー
マ

地
腫

林
腫

種
類

小
班
数

面
積

特
別
研
究
林

試
験
林

67
12
9.1
7

保
護
林

41
31
2.5
6

見
本
林

27
37
.89

風
致
林

36
57
.00
 

17
1

53
6.6
2
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表－５－１　試験研究の経過と目的（1）
年代 項目 場所 試験地の目的および大要 備考

明治30年（1897） 内外樹種見本
林

七曲他 大15. 千演見本林要覧
昭８. 千演概要 p39

明治36年（1903） 低湿地造林 安野

明治38年（1905） 気象観測 清澄 大７. 千演概要 p38

明治41年（1908） 椎茸栽培試験 小屋ヶ尾他 各種の樹木榾木を用いて椎茸栽培を行
い椎茸発生の状況を測定観測する。榾
木年齢別により，各種の肥料を施用し
て発生の状況差異を比較調査し，各樹
木別椎茸培養試験については当演に於
ける代表的樹種を用いて樹種別の培養
成績を調査する。

昭16. 三浦伊八郎「椎茸栽
培肥料についての実験結
果」演習林３号
大７. 千演概要 p38
昭16. 演習林３ p53

明治42年（1909） スギ，ヒノキ
列状混淆植栽
試験

スギ，ヒノキの列状混淆植栽林に於い
て，同一生育環境の下に両者の生長上
の差異を数量的に解明する。既にこの
目的のために演習林報告第11号に於い
て第１回報告がされている。

昭５. 東大演報11（第１報）
昭15. 東大演報28 p51
（第２報）
昭28. 東大演報45 p1
（第３報）

明治38年（1905） 樟脳採集試験 小屋ヶ尾 クスノキの各部分に於ける含脳油量を
クスノキの品種別，立地別に比較する。

昭８. 千演概要 p31

昭和５年（1930） 樟脳採集試験 同上 同上

明治42年（1909）～
昭和20年７（1945）

野生動物飼育
試験

武者土他 森林に棲息する各種野生動物を一定柵
内にて飼育し，その習性繁殖並び，棲
息状況を調査し森林に及ぼす利害並び
林業との経済的関係を調査する。

大７. 千演概要 p39
明42. 奈良公園より分譲飼
育したのが始めである。

明治45年（1912） スギ，ヒノキ
種子の産地並
びに母樹年齢
に関する比較
試験

七曲 風土並びに，経営法を異にする各地方
より幼状老齢母樹から種子を採集しそ
の母樹の産地，性質及び老幼が及ぼす
影響について調べる。

大11. 清澄視察概要 p16
渡辺資仲林業技術

大正２年（1913） 森林治水試験 足谷 小沢より本流に流れ込む所に堤防を作
り，自記検潮器及び自記雨量計を設置
し，降水量及び渓水の量を測定する。
同時に流域一帯の林相を調査し，その
林相の変化が流水に及ぼす影響を調べ
る。

大11. 清澄視察概要 p11
昭８. 千演概要 p38

大正９年（1920） 森林治水試験 仲ノ沢・西
ノ沢

同上 足谷，仲ノ沢，西ノ沢とも
大正11年に中止

大正５年（1916） 森林試験測定
地

清澄他各作
業所管内

森林に関する試験は長年月を要し，林
木及び林地に関する各種試験は相関連
することが多いので，長年にわたる各
種の森林試験はその相互の関連を比較
するとともに試験材料の散逸を防ぐた
め，同一箇所に於いて行う必要がある。
従って本試験地を設定し研究の資料と
する。

大11. 清澄概要 p1～4
昭８. 千演概要及び附表

大正５年（1916） 気象観測（清
澄）正規観測
８年より

清澄作業所
構内

一般気象観測をなし，森林樹木生育と
一般気象との関連を比較観察し，これ
を森林施業上６時，10時，14時，22時
の４回観測，気温，気圧，降水量，風
力，風向，風速，日照時間，地中温度，
毎年成績を取りまとめて演習林報告に
掲載する。

昭５. 東大演報10
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表－５－２　試験研究の経過と目的（2）
大正５年（1916） 間伐試験 南沢・大平 間伐度と林木生長状態及びそれが林地

に及ぼす影響を調査比較する。弱度適
度，強度又は上層間伐を各齢級のスギ，
ヒノキに行い，原則としては５ヶ年毎
に毎木調査を実施する。

昭８. 千演概要 p34

大正11年（1922） 木材乾留試験
（拱熱式木材
乾留装置）

一杯水・大
平

大11. 清澄概要 p5

大正14年（1925） 製炭試験 各所 製炭方法の改善に関する調査を目的と
し，経済上最も効果大なる製炭方法の
考究をする。白炭，黒炭について各樹
種の炭材を用いて収炭率，功程，築窯
法の改良等の調査をする。移動式鉄板
組立窯，夫婦窯，在来土窯等につき築
窯法の改良考案を行う。

昭８. 千演概要 p30
昭17. 千演視察案内 p4
東大演報３, 11, 38, 43

大正15年（1926） 森林保護試験
（営巣状況）

保護鳥その他一般野鳥の習性及びその
繁殖状況を調査し，故に森林害敵の駆
除に供する。巣箱を製作して天然林，
人工林の各所に設置し巣箱の高さ方
位，樹種，周囲の明暗の程度等による
営巣及び食性状態を調査する。

大正15年（1926）～
昭和34年（1929）

林木構成状態
に関する研究

各所に15ヶ
所設定

植栽木の林木構成状態を明らかにし，
当演に於けるスギ，ヒノキ植栽林木に
つき，一定年ごとに構成状態を組成す
る各種因子を調査測定する。

昭８. 千演概要 p32
東大演報28 p51

昭和２年（1927） 保護樹，保護
植物設定

各所 スギ・ヒノキ造林地化や薪炭林利用に
より，演習林内の天然生木や老大木が
漸減していることから，各樹種の中で
学術研究並びに学生の実地指導等に参
考となるものを標本とし，林内各所に
名称番号を付して保存し保護する。

昭８. 千演概要 p35

昭和３年（1928） 天津気象観測
開始

天津事務所
構内

森林の気象と海岸地方の比較を行う。 昭10. 東大演報18 p103

昭和４年（1929） ワイ林択伐試
験地設定

仁ノ沢 ワイ林の択伐方法についてその成績を
比較し合理的な択伐方法を見出す。各
種強度の伐採率による択伐区を設定
し，択伐後，毎年残存木の生長及び萌
芽並びに稚樹の発生および生長を測定
する。

昭８. 千演概要 p32 及び附
表４

昭和４年（1929） ワイ林の伐採
季節と萌芽と
の関係

長尾 同上 東大演報 15

昭和４年（1929） 標本館設置 清澄

昭和４～14年
（1929～39）

モミ，ツガ天
然更新

濁川他 中林より択伐林型に導く方法を研究す
る。中林を材積40% の択伐をして択
伐跡地には，さらに小試験地を設け稚
樹発生状況を観測し，なお下木除伐の
度合（刈払区，無刈払区）と稚樹発生
との関係を調査する。なお択伐林内に
おける稚樹，樅，栂の生育助成をする
為下木の除伐方法（皆伐，縦帯状及び
横帯状，伐採疎立及び比較区の５区）
を異にした区域を設定し，その所に発
生した稚樹生育状況を観察する。

昭８. 千演概要 p33
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表－５－３　試験研究の経過と目的（3）
昭和５年（1930） スギ母樹の年

齢と子苗の生
長及び開花結
実とに関する
研究

檜の台・桜
ヶ尾他

スギ母樹の個性とくに老幼によって子
苗の発生生長状況及び開花結実に差異
があるか，ないかを調査測定し併せて
生長と開花結実との相関関係を研究す
る。

東大演報25, 43
演習林 ６

昭和６年（1931） スギ品種試験
地設定

相の沢 スギ品種比較，最も適当な品種の決定，
形態の遺伝的研究等をする。大分県日
田，宮崎県飫肥，千葉県睦岡その他各
地の代表的な杉の品種を植栽し，その
形態及び生長状態を観察測定する。

昭33. 演習林の視察案内 p22

昭和９年（1934） タケの開花寿
命調査

郷台 横浜市保土ヶ谷区宮田町で昭和５年に
開花した竹林の下に同年発生した実生
のモウソウチクを昭和６年６月に採取
養苗し，昭和９年６月20日に現地移植
した（マダケ，ハコネザサは消滅した）。

昭33. 演習林の視察案内 
山林 656

昭和11年１月25日
（1936）

雨氷被害発生 演内各所 昭和11年１月25日，激甚な被害を受け
た。

東大演報 27 p1

昭和11～12年
（1936～1937）

雨氷被害復旧
状態調査

演内各所 被害跡地に直ちに施業的植栽を行うと
ともにスギ，ヒノキの下木植栽，スギ
の天然下種，人工下種を試み，又皆伐
跡地の一部に秋田地方の耐寒性スギを
植栽した。

昭17. 千演視察案内 p14
東大演報 27

昭和11～12年
（1936～1937）

低林施業法改
善に関する試
験

一杯水・上
人沢他

低林の施業方法改善による生長量の増
加と品質の改善により経済効果の増大
をはかり，なるべく速やかに演習林全
体の施業に応用できる方法を見出すこ
とを期待するものである。従来の天然
及び人工低林につき，皆伐，母樹及び
庇陰樹残存伐，択伐等を行い跡地に播
種，補植，萌芽の整理，徐伐つる切等
を施行し経費と効果とを比較し最も効
果の大きい作業法を見出す。

昭和28. 千演概要 p6

昭和12年（1937） アカマツ造林
法試験

真根沢・砂
沢他

アカマツ優良樹育成法に関する調査研
究を目的とする。優良品種を使用し，
アカマツの材の優劣，特に樹形良否の
原因が品種，環境，造林及び撫育法の
何れにあるかを解明する。

昭17. 千演概要 p11
東大演報 43（密度別）

昭和12年（1937）
12月１日

札郷，郷台気
象観測開始

札郷・郷台
両作業所構
内

昭11年の雨氷被害に伴い札郷・郷台に
森林気象の観測所が設定された。

昭和12年（1937） 保護樹下の造
林試験

郷田倉・相
ノ沢

保護樹利用の各種造林を行い，これが
造林成績に及ぼす影響について調査す
る。アカマツ，コナラ天然生各樹種
及び生育不良なスギその他を保護しス
ギ，ヒノキ，ケヤキ等による各種造林
を行いその経過を調査測定する。

昭17. 千演概要 p13

昭和12年（1937） 多雪地方スギ
植栽試験

郷台・相ノ
沢

能代営林署仁鮒産，本荘営林署芋川
産，秋田営林署男鹿産，大舘営林署長
木産，郷土産の苗木各200本を雨氷被
害跡地に植栽し被害に対する状態を視
察する。

昭28. 千演概要 p18
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表－５－４　試験研究の経過と目的（4）
昭和12年（1937） 主要林木枝打

試験
郷 田 倉 他
（スギ）・亀
の沢（ヒノ
キ）

主要樹種に各種強度の枝打を実施し主
としてこれが材の品質幹の生長及び形
態に及ぼす影響を調査して合理的な枝
打方法を見出す。調査樹種はスギ，ヒ
ノキ及びアカマツにし年齢（３階級に
区分）及び地位を変え，その箇所に枝
打無施行，弱度，適度，強度の４区を
置き前記各種の目的に従って調査測定
する。

昭17. 千演概要 p16
東大演報 46

昭和12年（1937） 重要樹種の開
花結実状況並
びその種子の
品質に関する
研究

各所 豊年種子と凶年種子との形状品質等
の比較（特に経済価値の比較）開花と
結実の関係（雄花に対する球果の割合）
並び，その種子の良否を研究する。重
要樹種（スギ，アカマツ）の年齢及び
生育状況を異にする母樹を当演の各
所に選定し毎年その開花結実の状況並
び，その品質を調査測定する。

昭12. 東大演報25 p1

昭和12年（1937） ヤマモモ（楊
梅）品質改良
試験

武者土他 当演付近には天然性ヤマモモが比較的
多く分布し，これらの果実利用方法を
考究する必要がある。そこでヤマモモ
果汁の製造を試験的に行い製造方法並
びに製品に関する各種の成績を調査研
究し，併せて事業的価値（経済性）を
検討する。

千演沿革史

昭和13年（1938） 木材乾留試験 坂本（石標）
・天津

木材の乾留試験を斬新な方法によって
行い，これが経済的立場よりその効果
を吟味し研究する。

昭17. 千演概要 p3

昭和13年（1938） コルクガシ接
木試験

武者土他 ブナ科の各樹種を使用し，コルクガシ
の接木を行い生長及びコルク層形成の
状況を観察調査する。

千演沿革史

昭和13年（1938） スギ天然下種
更新試験

安野・小屋
ノ沢・郷田
倉（昭11）

雨氷被害による空間を利用して，下種
更新技術を検討しこの更新の実用をは
かる。

位置図附属簿

昭和14年（1939） スギ施業比較
試験地

神田上（昭
４）・池ノ
沢（昭14）

スギ林の手入れ状況により植栽木に成
育の違いを検討する。

位置図附属簿

昭和14年（1939） 松茸培養試験 仁ノ沢・硯
石・砂沢

千演沿革史

昭和14年（1939） 主要林木育
種試験（交配，
挿木）

各所 試験経過簿

昭和18年（1943） 主要林木水耕
法試験

天津 昭和17年４月に畑地0.0342ha を購入
し，硝子室を設置し水耕実験用に供す
る。主要林木の各種養分要求量と生長
との間における純正な関係を分析解明
する。

昭23. 東大演報36 p63

昭和19年（1944）
３月

薬用植物の育
種並びに増殖
に関する研究

中原試験地 千葉市浜作1.97ha 借上げ，科研費にて
実施

昭18. 千演視察案内 p20
演習林９
東大演報 41

昭和19年（1944） 製鉄用及び寒
地用木炭研究

科研費

昭和19年（1944） 混農造林に関
する調査

林内各所 菊藷栽培他
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表－５－５　試験研究の経過と目的（5）
昭和20年（1945） 林内における

水稲栽培
新田

昭和20年（1945） 製塩試験 天津

昭和21年（1946） 林内における
菜園造成調査

各所

昭和31年（1956） 林木の養分吸
収に関する研
究

天津ガラス
室

スギ・ヒノキ苗木の砂耕培養により成
育状況の室内実験

昭39. 日林講 75 p301

昭和32年（1957） 各種植付試験 各所 時期別他

昭和33年（1958） 林地肥培 各所 造林不成績地の改良等に初期生長促進
を行い，下刈回数の減少及び良質材生
産のための肥培技術の確立を行う。植
栽苗木の生長をはかり，合わせて下刈
りの軽減を目的とする。

昭和37年（1962） 育成紙試験 郷田倉他 育成紙がスギ苗木の生長，地温上昇，
根本の雑草の繁茂，施肥効果に及ぼす
影響を調べた。

昭和38年（1963） モミ，ウラジ
ロモミの浸透
交雑について

鍛冶坂 秩父においてモミ，ウラジロモミの前
生樹個体群の形態的変異の解析から種
間交雑が行われていること。また千葉
の個体群に比較して秩父のそれはウラ
ジロモミの性質を帯びていること。つ
まりAnderson のいわゆる浸透交雑の
現象が存在することについて予察的な
資料が得られたが，これを成熟木の個
体群について確かめる。

昭和40年（1965） 植付け法試験
深植，浅植，
時期別

各所 旧来の植付け方法を検討し植付けにつ
いての重要さを認識し，植付け技術の
向上を目的とする。

昭和40年代
（1965～）

精鋭樹候補木
次代検定林設
定

各所 演習林管内より選抜された候補木より
挿し木繁殖し，数ヵ所に集植し生長お
よび形質について検定する。

昭和42，43年
（1967～1968）

雪害発生 各所

昭和43年（1968） 空間配置（水
平二列植）

各所 近来当面する労力不足に対応するた
め，下刈面積の軽減を計り同時に水平
二列植栽の林分構成についての基礎資
料を得ることを目的とする。

昭和43年（1968） 硝酸化成抑制
剤に関する研
究

千石・札郷
苗畑

硝化抑制剤を用い，窒素肥料の効果に
及ぼす影響をポット，苗畑及び林地で
調べた。

昭和44～45年
（1969～1970）

保護樹の再総
点検調査

各林班 演習林18

昭和44～46年
（1969～1971）

千葉演習林の
植生調査

各所 分類リストの作成，植物相（フロラ）
の調査

演習林18

昭和45年（1970） 人工造林地の
群落生態学的
研究

各所 下刈，除伐，枝打等の初期における施
業（保育）の生態学的な検討，適地適
木等，植生による地位および適地判定

日林誌 62 p371（1980）
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表－５－６　試験研究の経過と目的（6）
昭和46年（1971） スギタネの豊

凶調査
郷台 タネの豊凶についてはその年の気象条

件，その他各因子により豊凶に差が見
られるが，これらの要因を明らかにす
るとともに球果を採取し測定，発芽試
験等を行い豊凶による種子の品質につ
いて調べる。

昭和46年（1971） ヒノキ個体選
別により増殖

各所 演習林全域に散在するヒノキの形質，
生長等につき良好なる母樹の選定を行
う。

昭和50年（1975） 林分生長資料
報告

郷台・安野
他各所

既往森林試験測定地記録の取りまとめ 演習林19

昭和52年（1977） 天然性ヒメコ
マツ林の成立
と更新

スミ沢他 現状の把握，種子及び育苗資料の収集
と増殖。

日林論89（1978）

昭和53年（1978） スギ，ヒノキ
長伐期施業試
験地

各所 良質材生産を目標に高伐期を行う場合
の管理上の問題及びそれにともなう各
種の基礎資料を得，今後の管理基準を
作成する。

日林関東支論33 p33（1981）

昭和53年（1978） スギ，ヒノキ
生長測定試験
地設定

郷田倉・鏡
付台・千石

大正５年に設定された試験地が老齢林
となり一応の成果も認められた。した
がって調査項目を充実しスギ，ヒノキ
林を数ヶ所新しく設定し追跡調査を行
い材積表作成等林学一般の基礎資料を
取得する。

生長測定試験地の高齢化に
伴い，新試験地設定

昭和55年（1980） 演習林におけ
るシカ等野生
動物管理シス
テムの確立

全域 野生動物生息地域の様々な種類の人工
林，天然林を含む約40ha の森林を柵
で囲い，自然状態におけるシカの個体
群動態，行動習性，食害，角こすり加
害の発生状況とその要因を明らかにす
る。

平５. 科研成果報告書

昭和55年（1980） 複層林造成に
関する基礎的
研究

各所 森林の公益的機能の面から環境及び林
地の保全を考慮し，非皆伐二段林施業
が重視されつつある。本研究では老齢
林（一斉林）を二段林に移行するため
の技術の検討を行い，二段林造成のシ
ステムを確立する。

日林論95 p405（1983）

昭和61年（1986） 間伐林におけ
る伐出時の残
存立木への損
傷

大平・前沢 間伐木の伐出時における地形等の影響
による残存立木の損傷を調査した。

昭61. 試験・研究会議報告

昭和62年（1987） 苗畑害虫根切
り虫の防除及
び発生予察に
関する基礎的
研究

郷台・札郷 本研究では各種の誘引源を併用して，
大量誘殺による防除，及び的確な成
虫発生予察技術のため，主要なコガネ
ムシ類の種類毎の各種誘引源に対する
種反応特性等の新技術開発の基礎とす
る。

平元 . 試験・研究会議報告

平成元年（1989） ヤマビルの生
態と防除

全域 房総半島南東部では，ヤマビルの大量
発生がみとめられ，緊急な防除対策が
求められている。防除は究極の目的，
目標とし，当面は基礎的な生態学的研
究に重点をおく。

平７. 科研成果報告書

平成２年（1990） 小流域量水試
験

袋山 ①森林小流域での降雨流出に及ぼす壮
齢林の影響②表層崩壊発生要因として
の斜面土層の水文特性解析

砂防学研究室
平６. 千演視察案内資料
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①気象，土壌環境条件と植栽木の成長経過の関連を明らかにすること，②成長測定資料の集積を

もって収穫表の調製等林木成長の基礎資料とすることである。今後は，長伐期施業に対応した林

内照度，下層植生等の調査項目を追加し，定期的な測定を継続する。さらに第12期では２代目造

林地の成長過程の追跡を目的とする新たな試験地の設定を検討する。

表－５－７　試験研究の経過と目的（7）
平成３年（1981） スギ高齢林木

の生態生理学
特性の解明

牛蒡沢 スギ幼齢木と高齢木の物質特性の違い
を生理，生態学的見地から明らかにす
る。

造林学研究室
平６. 千演視察案内資料

平成３年（1981） 林業機械の騒
音に関する研
究

演習林外 林業機械の騒音について解析をおこな
い，機械の改良，開発をおこなう。

平６. 自然環境調査報告書
140

平成４年（1992） タワヤーダー
による間伐材
搬出試験作業
工程調査

一杯水・牛
蒡沢

タワヤーダーによる人工林の間伐材搬
出にともなう作業工程，作業員の労働
量などの調査を行う。

平成５年（1993） オサムシ類の
個体群動態・
分布・密度の
変異とその要
因

全域 ①オサムシ類の分布・密度状況の把握
②環境勾配と個体群特性の相関関係の
把握③分布・密度規定要因の解明④個
体群動態の要因解析⑤土壌動物群集の
中で果たす機能の解明⑥土壌動物群集
の生態系内での位置付け

昭和60年（1985） 広葉樹林固定
試験地設定

18箇所 常緑広葉樹林蓄積量の推定のため作成
資料収集

平成10年（1998） 檜皮剥皮実験 相ノ沢 木造文化財の修理用資材の確保のため
の剥皮実験

平成９年（1997） モウソウチク
開花

郷台，札郷 モウソウチクの開花寿命調査地67年目
で全面開花枯損

平成８年（1996） 長期生態系プ
ロット

楢ノ台

平成13年（2001） シカ等野生動
物食害対策

川台他 大苗の植栽・ラクトロン等による植栽
木の保護

平成13年（2001） ヒメコマツ増
殖実験

札郷苗畑他 絶滅危惧種のヒメコマツの保護増殖の
ための接木実験

平成15年（2003） 温暖化防止機
能の計測評価

郷田倉 森林土壌によるCO2等温室効果ガスの
吸収・排出量計測・評価手法の開発

2005年度で終了

平成15年（2003） 新田気象観測
開始

新田

平成17年（2005） ヘリコプター
による樹高測
定試験

東ノ沢各地
産ヒノキ間
伐林

レーザー光線による樹高測定

平成18年（2006） ヘリコプター
搬出試験

女滝 奥山の木材搬出方法の検討
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3.1.4　主要林木育種試験林

　千葉演習林における林木育種の歴史は古く，1930（昭和５）年頃から選抜育種が実行されてい

る。1942（昭和17）年には針葉樹，広葉樹の交雑育種が試みられ当時の記録が多数保管されてい

る。1953（昭和28）年頃から演習林内や付近の民有林から主にスギ精英樹候補木の選抜が行われ，

1955（昭和30）年にはこれらの選抜クローンを植え付け，川台に採穂林を設定した。その後，

1963（昭和38）年頃より川台採穂林より採穂して養成した精英樹クローンとそのクローン系実生

スギ及び全国の有名クローンを千石に集めて採穂林を造成した。1965年頃から上記採穂林で種々

の組み合わせで交配し，次代検定林を各地に造成した。これらの検定林はすでに40年以上を経過

している。これらの大半の試験地は植栽配置等の不明部分が多いため，今期から一般施業地に編

入した。明らかな林分については現状維持に努め必要に応じて調査を行う。特に過去に設定され

た人工交配試験地に於いてスギの花粉症対策に対応できる母樹林が1961年に毘沙門41林班C4小

班にサンブスギ実生と挿し木植栽地（表－４　試験地一覧）として設定されている。この試験地

の目的は材のシンクサレの試験地であったが再検定し，花粉症対策に有効なスギ品種を確立し，

増殖に取り組む。

　ヒノキについては材質や樹形の良好な個体を選抜し，苗木の増殖を行い，今後，これらの林分

の成長，材質の調査を行う。

　現在，全国的で発生しているマツ枯れは，マツノザイセンチュウを主原因とするものであり，

その対策としてマツノザイセンチュウに対する抵抗性品種の育成が要望されている。その中で千

葉演習林内の天然生マツのうち，マツノザイセンチュウの激害地と考えられる箇所で生存してい

る高樹齢のマツを供試木として，1978（昭和53）年よりマツノザイセンチュウの直接接種を行い，

連続接種３年後も健全な供試木のうち，抵抗性が高いと思われる個体から接木による採種園を造

成した。第12期ではこれらの系統の抵抗性についてさらに検証を重ねるとともに，抵抗性品種の

確立されていないクロマツの抵抗性品種を増殖する課題に取り組む。

3.1.5　系統保存林

　森林科学の研究は長年月を必要とするものが多いが，特に林木育種は相当の年月が必要である。

千葉演習林では主要林木の品種系統を保存する林分が，林内各地に分散して植栽されている。系

統保存林の最も古いものは相の沢品種試験地で1931（昭和６）年に植栽されている。これらの保

存林は林木育種の研究を行うにあたっての基盤となるものであり，学術上貴重な試験林である。

3.1.6　長伐期施業実験林

　千葉演習林では1975（昭和50）年より，試験的に伐期に達した高齢林分を間伐し，100年生以

上の優良大径木の林分に誘導する長伐期施業を行っている。この施業では優良大径木を生産する

中で，間伐，集材技術の検討を行うと同時にこれら間伐後の樹冠の回復度，林床の生態変化と更

新法の研究等を行う。特に更新については林地保全の立場から有用広葉樹の撫育，天然下種更新，
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樹下植栽等による複層林造成を積極的に行い，複層林施業に関する基礎資料を収集する。

3.1.7　低林施業実験林

　低林の研究については，1929（昭和４）年に択伐試験地が設定され，その後1935（昭和10）年

頃に低林施業改善に関する試験として多くの試験林が設定された。この試験の目的は主として作

業法に主眼を置いたものである。これらの試験地は現在施業実験林に編入されているが，低林の

放置が山地崩壊等を招く危険性も指摘されていることから，植生回復の為に適切な措置が必要で

ある。今後，地球温暖化対策の一環として，化石燃料に変わり再生可能であるバイオマスエネル

ギーに対する社会的要請が高まるものと予想される。このため，第12期においては低林における

バイオマス生産力の評価や野生動物による食害対策に関する課題に取り組む。

3.1.8　中林施業実験林

　千葉演習林の中林は主としてモミ，ツガを上木とし，常緑広葉樹を下木とする針広混交天然林

で学術上貴重な林分である。モミの更新についてはこれまでにも天然下種更新，人工植栽等が行

われている。第12期においては中林における更新の現状を的確に把握し，中林施業の技術体系に

関する課題に取り組む。

3.2　保護林・保護樹

3.2.1　特別自然保護区

　清澄山系一帯は房総丘陵に残された自然が最も豊かな地域であるため，南房総国定公園，養老

渓谷奥清澄県立自然公園として特別保護地域に指定されている。第８期経営案では主要な自然地

域の保護に重点を置く林地区分を設定した。さらに，第９期では千葉演習林自然保護規則を制定

し，施業方針の一つとして演習林全体の森林の健全さを保ち，かつ豊かな自然を守るために特別

保護区，特別保護動植物等を定め動植物の採取に制限を設けている。第12期においても千葉演習

林自然保護規則に基づき特別保護区内の動植物の保護を行う。

3.2.1　保護樹・保護植物

　千葉演習林の保護樹は主として天然生樹種保存のため1927（昭和２）年に全林にわたり，58科

172種617本が指定された。保護樹の選定基準は①その樹種中最大の成長をしたもの，②その樹種

の特性をよく現しているもの，③生態学的考察により特に注意を要するもの，④植物地理学上特

に注意を要するもの，⑤人工植栽によるものでその生育状態に特に注意を要するもの，であった。

設定当初に林班ごとに個体番号をつけ，胸高直径，樹高の測定と樹齢を推定し，台帳を作製して

保護することとした。しかし，これらの保護樹も手入れ管理が行き届かず設定後43年間は自然の

まま放置され，1970（昭和45）年の調査までに126種，252本が枯損した。このため，同年に76種，

118本が追加設定された。この追加設定の目的は枯損による本数減少を補うためである。このとき，

新たにキヨスミイボタが設定された。その後，1981（昭和56）年，1991（平成３）年，2002（平
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成14）年の３回調査が行われた。1991年の調査からは調査項目に枝下高が加えられ，2002年の調

査では測高器を使用し，GPSによる所在地の記録とデジタルカメラによる映像の記録を行った。

これらの記録は「千葉演習林の保護樹調査Ⅱ」（演習林44号，2005年）として報告されている。

　保護（植物）区は群落をなしたものとして1930（昭和５）年までに設定した一覧表はあるが，

調査測定の記録は現存していない。

3.3　見本林・樹木園

　見本林としては，千葉演習林設立初期の1897（明治30）年に清澄管内の長坂，七曲に内・外国

樹種を植栽したのが最初で，その後札郷その他林内各所に見本林と内・外国樹種植栽地が設定さ

れた。名称の用語としては，初期の頃は「見本林」とし，そのうちに独鈷山天然植物園（1920（大

正９）年設定，現在風致林として扱う），天津亜熱帯植物見本林園（1926（大正15）年設定）等

も含められた。その後東ノ沢樹木園（1942（昭和17）年設定），中原薬草・薬木園（1944（昭和

19）年設定，現在は廃止）等を追加し名称は「樹木園」として一括した。近年は見本林とは林分

状の植栽地を指し，樹木園は少本数かまたは単木的な植栽地を指すと理解されるため，第12期に

おいて区分取扱いを統一整備することが課題である。

　見本林・樹木園の当面する問題としては，①植栽初期に長坂，七曲その他で度重なる風雪害や

林地崩壊がありそのため１本ないし数本となったもの，②清澄県道沿いの国内樹種見本林が道路

拡張工事によって削地されたこと，③その他老齢化，立地的に不適当な林分があること等があげ

られる。したがって，見本林・樹木園の全般的な再検討，再編成を第12期の課題として取り組む。

3.4　風致林・原生林

3.4.1　浅間山原生林（41林班Ａ小班，面積3.37ha）

　1926（大正15）年の本多静六教授の「造林実習日誌」には浅間山の樹木の種類や樹齢を調べた

ことが記してあるが，調査記録やその後の経過等は保存されていない。浅間山の植生に関する文

献としては本学鈴木時夫教官による「房総半島南部の暖帯林植生，東大演報37，115，1949」が

あり，その論文には海岸地域から浅間山，独鈷山を含む清澄山地域までの天然林の植生調査が報

告されている。その後1980（昭和55）年の千葉演習林研究計画に「浅間山原生林調査」があり，

その中で毎木調査，樹木位置図の作成，植生調査等が行われている。2003（平成15）年にも毎木

調査と樹木位置の測定がなされている。

3.4.2　独鈷山風致林（42林班Ａ小班，面積2.091ha，1895（明治28）年設定）

　1922（大正11）年以降の千葉演習林視察概要に「暖帯ことに房総地方の樹木に関し学術的観察

の用に供するため1920（大正９）年１月に（独鈷山天然植物園を）設定した。面積は2.35ha，な

お当山は演習林に編入以来，風致禁伐林として取り扱われてきた」とあるが，調査記録に関して
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は鈴木時夫教官による「東大演報37，1949」に報告されたものが最初である。1983（昭和58）年

に全林の調査を行い，その後定期的に調査を行うこととしている。

3.4.3　堂沢風致林（27林班A1小班，面積9.12ha，1922（大正11）年設定）

　堂沢風致林は中林の見本であるともに，風致林として保護を加えている。1958（昭和33）年の

視察案内によれば以下の通りである。

樹　　種
上木 下木

モミ・ツガ カシ・ザツ
混交歩合 － カシ49％，ザツ51％
林　　齢 155～215年 66年
蓄　　積（m3/ha） 250 139
　平均成長量（m3/ha/年） － 2.9

４．施業実験林の経営計画

　施業実験林は，千葉演習林の森林面積から特別研究林と除地を除いた1625haの人工林と天然

林から構成されている。施業実験林においては森林経営の指導原則のうち保続原則と経済原則を

優先させる。作業級は第11期試験研究計画と同様に高林，中林，低林の３作業級により構成する。

　高林作業級はスギ，ヒノキなどの人工林を対象とする。作業種は皆伐，長伐期，二段林及び複

層林の４種類とする。長伐期および二段林作業のための間伐を推進する。更新方法は原則として

人工植栽とする。

　中林作業級は天然生のモミ，ツガを上木とする針葉樹天然林と比較的多くの有用広葉樹が存在

する天然林を対象とする。多くのモミ，ツガ林が高齢化しており，その更新技術を確立すること

が課題である。有用広葉樹についてはこれらを単木的に管理し，有用大径木の育成を目指す。

　低林作業級は従来から薪炭材生産を行ってきた広葉樹天然林を対象とする。更新方法は皆伐に

よる萠芽更新を原則とするが，ニホンジカをはじめとする野生生物の食害対策が課題である。バ

イオマス資源としての有効活用を図るための積極的な森林整備の方法について，密度管理や誘導

すべき樹種の選定などの研究課題を設定して情報を収集する。

4.1　高林作業級

4.1.1　地域及び面積

　千葉演習林のスギ，ヒノキ人工林のうち特別研究林に属するものを除いた部分で，面積

699ha，関係林小班は１～47林班の全林班にわたる。

4.1.2　地況と林況

　千葉演習林創設以来，人工植栽可能地は極力人工林造成をおこなってきた結果，現在では全林
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地の約39％が人工林となっている。本地域は一般に地形が急峻で，褶曲が多く，基岩及び土壌の

性質から地味は概して痩せており，他地域と比較すれば地位良好とは言い難い。すでに人工林と

なっている地域にもその１～２割程度，人工林対象地として維持することが不適切な箇所があり，

これらは将来他の作業級に編入する必要がある。

　これまでの管理状態を最もよく表現するのは人工林の齢級構成である。高林作業級に属する人

工林の齢級構成の大きな特徴は三つのピークをもつ齢級構成という点である。８～10齢級と16・

17齢級，20・21齢級に60～90haのピークがあり，その面積は人工林全体の６割を超えている。

８～10齢級のピークは1960年代に植えられたもので，我が国の人工林もこれと同様なピークを持

ち，その間伐対策が大きな課題となっている。千葉演習林ではこの他に1920年代と1900年代に植

栽のピークを持っている。我が国の人工林は８～10齢級に大きなピークを持ち団塊の世代を形成

している。現時点では間伐をいかに行うかが課題であるが，将来は主伐期を迎え，長伐期施業や

複層林化，混交林化が課題となることが予想される。千葉演習林は我が国の人工林の先駆けとし

て，50年以上早くこれらの課題に取り組むことによって，我が国の持続的な人工林の取り扱い方

法の指針を提供することが期待されている。

4.1.3　作業級の組成

4.1.3.1　樹種及び施業方法

　前述のように演習林創設以来，スギ・ヒノキの造林に努めた結果，これまでにほぼ人工林造成

地の植栽は終了している。今後は再造林が主体となる。ただし，人工造林適地以外にも若干人工

林が拡大しており，今後はこの不成績林分の整理が必要となる。

　これまで千葉演習林では沢筋にスギ，尾根筋にヒノキを植栽する方式をとってきた。このため

ほとんどの人工林がスギ・ヒノキの混交林となっている。しかし，成長の悪い林分には天然生の

アカマツが進入した結果，一部の林分ではアカマツが若干混交している。今後は従来通りの方式

でスギ・ヒノキの再造林を行うが，尾根沿いの乾燥地にはマツ材線虫病に対して抵抗性を持つア

カマツを植栽することが適当である。

　従来，千葉演習林の植栽樹種の割合はスギ65％ヒノキ25％その他10％であった。今期もおおむ

ね第11期計画を踏襲することとするが，ヒノキの混交歩合を若干増加させる。まず，地位上及び

上－中に属する林地についてはスギの単独植栽とするが中及び中－下に属する林地に関してはス

ギ・ヒノキの混交歩合を５：５程度に，また，地位下についてはマツを主とする。従って，本作

業級全体として植栽樹種の混交歩合はスギ45％，ヒノキ45％とマツが10％になる。

　今期計画策定の上で特に考慮しなければならない問題は，前期に引続きニホンジカによる新植

地の食害であり，早急に対応策を確立する必要がある。さらに，林業労働力の逼迫である。この

問題はこれまでも懸念されてきたものであるが定員削減と事業費の減少等により，従来の作業量

を直営で実行することは困難となった。特に，皆伐跡の造林は厳しさを増し，早急に事業の外部
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委託を検討する必要がある。

　再造林の場合，千葉演習林では地拵からから除伐に至るまでの15年間に延べ300人/ha程度の

労働力を必要とする。現在労働生産性の向上に努めているが，地形急峻でかつ試験研究という特

殊な目的が附与されていることから，生産性の向上には自ら限界がある。そこで今期では前期に

引継ぎ教育研究用として必要な面積は維持するが，従来よりも皆伐施業を減らし，非皆伐施業を

とり入れることとする。

　近年，森林の持つ環境保全機能を損なうことが少ないとして，非皆伐施業あるいは複層林施業

への関心が高まっている。千葉演習林でも，1934（昭和９）年に今澄スギ老齢林における雨氷被

害地にヒノキを補植した例，1961（昭和36）年に渡辺資仲林長が柚ノ木３林班C2小班に設定し

た例，最近では1982（昭和57）年に設定した亀ノ沢21林班C4小班（80年生林分）等，多くの林

分で二段林造成が試みられている。

　このように複層林造成の基礎的な知識の集積はある程度あるが，施業技術体系が確立している

とは言い難い。そこで前述のような観点から施業実験林の経営に試験的に非皆伐施業をとり入れ

ることとし，施業を行う中で複層林施業に伴う技術的課題の解決を図る。

　このような意味合いから，本試験研究計画では，特別に作業級を区別することはせず，引き続

きスギ・ヒノキ人工林を単一の作業級として施業するものとする。

　現在直ちに人工林全体を皆伐，非皆伐施業に二分することは適当ではない。当面は齢級構成，

各林分の生育状況や林道開設状況を考慮しつつ本計画期間内に非皆伐施業対象林を指定し，その

施業の結果を十分吟味しながら実行していくことが安全かつ適切である。

　これまで千葉演習林では年間約3,000m3程度の収穫量を目途に施業実験を行ってきた。今後も

ほぼ同程度の伐採量を基準として施業を実施していくことは施業実験林としての本来の目的から

しても適当である。しかし，前述した通りニホンジカの食害や労働力の減少を考慮しながら保続

生産を目指し収穫量を調整することが現実的である。

　そこで今期は次のような４種類の施業を高林作業級において実施することとした。

　60年生以上のスギ・ヒノキ人工林は皆伐施業，長伐期施業を基軸とし，二段林施業，複層林施

業を含めた４種類に分類して施業を行う。長伐期施業以下の施業法については，樹木生理，管理

技術等施業上未解明の部分が多い。しかし，今後持続的な森林の維持を図っていく上で，必ず検

討されなければならない施業方法であることも事実であり，試験研究としての位置づけに重点を

おいて施業を進めていくこととする。また，皆伐施業においては，森林の遺伝的管理の側面から

継続的な種苗の改良による生産性低下の防止を目標に育種・育苗試験とのリンクを緊密にして実

施する。

　皆伐施業：80年生前後の林分を主伐して，翌年にその跡地に植栽する。対象地は１年に1.0ha

程度とする。学生実習，研究の利用に供するため，地利級の比較的よい林分を対象とする。これ
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は，施業実験林においては皆伐一斉造林によって，齢級ごとの森林を一定面積維持していくとい

う，千葉演習林の従来からの方針を引き続き継承するものである。

　長伐期施業：長伐期施業を想定して，80年生前後の林分を対象に将来の優良大径材生産を目的

とした利用間伐を実施する。選木は幹や樹冠に異状のある個体を優先し，さらに相対幹距比を基

準に樹幹距離を十分考慮して優良木であっても間伐対象とする。この施業は地利級の悪い林分を

対象とし，今後できるだけ手間を掛けなくても済む施業を行う。伐採齢の目標は160年生で，120

年生前後に第２回の間伐を行い，約80年後に皆伐を行う予定である。第１回目の間伐率は本数間

伐率50％，材積間伐率35％前後とし，第２回目の間伐は林分の状況に応じて採算の取れるような

間伐率とする。なお，間伐に際して，現在演習林に求められている，文化財補修用木質資材の供

給等の側面も考慮することとする。

　二段林施業：林齢80年生前後に強度の利用間伐を実施して樹下植栽を行い，二段林の造成を行

う。樹下植栽された下木の生育に必要な林内照度が維持できるように長伐期施業型間伐より，さ

らに樹幹距離が広くなるように選木する。間伐強度は再度の受光伐を実施しなくても，間伐後20

年では下木が光不足によって枯損することを避けられる程度とする。したがって，間伐率は本数

間伐率60％，材積間伐率50％前後とする。また，下木の植栽樹種は主にスギとし，除伐をしなく

て済むように本数は2,000本/haとする。以上のように上木の受光伐，下木除伐を避け得る施業を

実施し，できるだけ労働力が掛からないようにする。この施業は長伐期施業と同等の施業を行う

が集約的な施業が必要なことから地利級の良い林分を対象として行う。

　複層林施業：微小面積を伐採し，伐採跡地に随時数本の苗木を植栽し，複層林を造成する。今

後注文材等に対処できる林分の育成を行い，多目的の優良材を生産する。この施業は多くの手間

が必要なため，林道沿いの林分を対象とする。

　以上，４種類の森林施業について述べたがその実施箇所は地位及び地利と密接な関係がある。

複層林，二段林施業は集約的な施業が必要なことから，地位及び地利の良い箇所を対象地に選び，

長伐期施業は間伐の間隔を長くとるため比較的地位及び地利の良い箇所を対象とし，皆伐施業は

その中間的な立地条件の林分を対象とする。

4.1.3.2　収穫規整の方式

　第10期計画において，整理期100年として法正齢級に到達するまでの10年ごとの収穫量が査定

されている。また，過去10年間の高林作業級の施業実績をみると主伐予定面積20.55haに対して

実行主伐面積8.93haで実行率44.7％であった。また主伐材積は11,073m3の計画に対して実績

3,373m3で実行率30.1％であった。この結果から，本作業級の森林に関しては前期からの課題であ

る植林地に対しニホンジカ等の食害から貧植生の状態となったため皆伐量を大幅に変更せざるを

得なかった。
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4.1.3.3　伐期齢

　第５期施業案までは千葉演習林の森林の伐期齢は50年とされてきた。これは土地純収穫最大の

伐期齢が50年未満であることに基づいて決定されたものである。第６期に至り，大径木生産及び

学術参考に供するため，一部の森林の伐期が80年に変更された。さらに，第10期計画では木材の

需給や千葉演習林の森林の齢級構成，労働事情等を考慮し皆伐施業に対して80年の伐期が設定さ

れた。本期試験研究計画においても皆伐施業に対しては80年の伐期を設定する。一方，長伐期施

業に関しては，一般の皆伐施業の２倍の160年の伐期を設定する。

4.1.4　今期の施業量

　これまでの収穫量は，およそ年間3,000m3程度であり，第11期試験研究計画においても伐採面

積112.74ha，総収穫量29,530m3が設定されている。第12期では長伐期施業を取り入れるため，主伐，

間伐の比率が大きく変化する。さらに野生動物の増加に伴う林床の荒廃回避のために皆伐面積を

大幅に減少せざるを得ない，そのため9,210m3の総収穫量を設定している。その他に委託経費が

認められた場合には，奥地の高齢林の活用を目的にヘリコプター集材を導入し収穫量の増加を図

る。皆伐，長伐期施業林，二段林のそれぞれの予定林分と収穫量の見込を表－６に示す。

　伐採方法：皆伐作業を原則とする。皆伐の際，伐区の３割程度に更新困難地が生じる恐れがあ

る。これらの部分は搬出上支障のない場合は極力伐採を避け，長伐期施業林として残存させてお

くことが望ましい。また，経営上残存させることが著しく困難な場合は伐採後これを矮林等に組

み入れる。間伐には保育間伐と利用間伐があるがここで規定しているのは利用間伐であり，長伐

期施業林を対象とするものである。

4.2　中林作業級

　千葉演習林で中林作業級に区分した林分は，上木がモミ・ツガ・マツ・広葉樹優良大径木の天

然生の樹種群で覆われ，下木に常緑広葉樹がおい繁った林相をなしているものである。房総地域

におけるモミ・ツガを主体とした森林は，現在残存しているものも少なく，千葉演習林における

ものが，その規模の大きさからして代表的なものであり，学術上からも特に貴重なものであり，

今後とも積極的に育成して行く必要がある。

4.2.1　中林作業級の沿革

　藩政時代の「上木留木」の林政により，本地域の森林では，下木の広葉樹は薪炭材として適宜

伐採利用されていたが，上木の針葉樹は皆伐が禁止されていた。こうした施業によって形成され

た中林型の森林は，1894（明治27）年に本演に受け継がれた。演習林創設に際し，本演ではスギ・

ヒノキ人工林への林種転換方針が決定され，これらの森林のうち適地は漸次皆伐され，造林され

ていった。そして第４期施業期（1935（昭和10）年）までには，この林種転換はほぼ完了してい

た。林種転換が不適な林地は従来通り薪炭林として施業がおこなわれた。これに基礎を置く製炭
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表－６　千葉演習林第12期収穫計画
皆伐更新

年度 地名 林小班 林齢
年生

面積
ha

伐採面積
ha

伐採材積
m3

2005 四郎治 １５Ｃ５ 101 0.5 500
2006 四郎治 １５Ｃ５ 102 3.86 0.5 500
2007 下馬不動下 ４４Ｃ１１ 105 3.86 1.2 500
2008 下馬不動下 ４４Ｃ１１ 106 3.86 1.4 500
2009 戸立 ４６Ｃ４ 84 3.88 1.5 500
2009 大平 ４６Ｃ７ 92 1.79 1 400
2010 桜ヶ尾 ４３Ｃ５ 96 2.51 1.2 600
2010 戸立 ４６Ｃ４ 85 3.88 2.3 800
2010 大平 ４６Ｃ７ 92 1.79 1 400
2012 梨の木台 ４３Ｃ９＋８ 92／89 2.2 0.6 300
2013 キンツルシ ４４Ｃ３Ａ 80 1.6 1.6 400

5400

間伐（立木販売または直営素材販売）

年度 地名 林小班 林齢
年生

面積
ha

伐採面積
ha

伐採材積
m3 間伐率

2006 大平 ４６Ｃ６ 107 3 1.5 345 30%
2007 大平 ４６Ｃ６ 108 3 1.5 345 30%
2008 相の沢 １０ｃ１ 102 3.7 1 104 30%
2009 相の沢 １０ｃ１ 103 3.7 1 104 30%
2010 亀の沢 ２１Ｃ 90 6.7 5 700
2011 牛蒡沢 １１Ｃ１ 99 6.2 2 360
2011 大仙場 ３５Ｃ２
2012 牛蒡沢 １１Ｃ１ 100 6.2 2 360
2011 大仙場 ３５Ｃ２
2013 牛蒡沢 １１Ｃ１ 101 6.2 2 360
2013 女滝 ３８Ｃ７
2014 郷田倉 ２７Ｃ４ 121 3.69 1.5 400

3078

間伐（素材生産直営事業販売）

年度 地名 林小班 林齢
年生

面積
ha

伐採面積
ha

伐採材積
m3

2006 今澄 ４０Ｃ６ 78 2.96 0.4 58
2007 今澄 ４０Ｃ６ 79 2.96 0.4 58
2008 今澄 ４０Ｃ６ 80 2.96 0.4 58
2009 今澄 ４０Ｃ６ 81 2.96 0.4 58
2010 菖蒲沢 ３６Ｃ１１ 56 4.63 0.9 400
2011 菖蒲沢 ３６Ｃ１１ 56 4.63 0.9 400
2012 菖蒲沢 ３６Ｃ１１ 56 4.63 0.9 400
2013 菖蒲沢 ３６Ｃ１１ 56 4.63 0.9 400
2014 菖蒲沢 ３６Ｃ１１ 56 4.63 0.9 400

2232

薪炭林

年度 地名 林小班 林齢
年生

面積
ha

伐採面積
ha

伐採材積
m3

2005 亀の沢 ２１Ｂ２ 59  3.56 50
2005 相の沢 １０Ｂ８ 70 10.21 50
2006 願人防 ４４Ｂ１ 56  1.47 50
2007 菖蒲沢 ３６Ｂ８ 91  0.5 100
2008 相の沢 ９Ｂ５ 68  9.48 100
2009 鍛冶坂 ４７Ｂ１ 55  8.11 50
2009 小坪沢 ４７Ｂ４ 55  4.39 50

450
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業は依然として地元部落の重要な産業であった。戦後地元周辺住民の稼動人口の急増は，山村の

生計家業として製炭業に依存する度合いがますます高まっていった。その結果，製炭用の原木と

して，本演の薪炭材払い下げ量も激増した。こうして薪炭材需要が増加した結果，その保続を図

るため生産性の低い中林の上木を伐採し，これらの林分を良質の薪炭材へ転換させるため，中林

を皆伐することが本演の森林施業の重点項目の一つとなった。しかし1965（昭和40）年以降，日

本経済の高度成長とともに，燃料革命による薪炭の需要は激減し，人口の都市への流出と共に地

元製炭業も衰微していった。一方，本地域においても自然環境保全の運動がおこり，森林の持つ

公益的機能の充実が高く叫ばれるようになった。その結果第８期施業案（1965～1974（昭和40～

49）年）では経営の基本方針として，これらの考え方を取り入れることとなった。小班の名称に

ついても，人間の関わりの度合いにより，Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅの区分がつけられるようになった。

その中で関わりの度合いの最も少ない中林をＡ小班として位置づけ，その保全に努めることとな

った。

4.2.2　作業種区分

　前述のように，千葉演習林における中林は，上層木の保護と下層木の皆伐という施業により，

形成され維持されてきたものである。しかし近年下層木の皆伐作業が行われなくなったため，上

木を構成すべき樹種の更新が困難となってきた。その結果，モミ・ツガを上木とする中林では，

上層木の老齢化に伴い徐々に林相の破壊が進行している。他方，広葉樹を主体とする中林では，

その成長はおおむね良好であるが，現在積極的な撫育が行われていないことも逢って，流木密度

が高く，その結果，上木の肥大成長が抑えられる等の影響が出てきている。また，アカマツを上

木とする中林では，松くい虫による枯損が多くみられ，その林相は広葉樹主体のものとなってき

ている。以上の状況から，ここではモミ・ツガ林分，広葉樹を主体とする林分に分けてその取扱

を検討することとなる。

4.2.2.1　モミ・ツガ林

　現在，上木を構成しているモミの樹齢は110～160年と推定され，200年を数えるものはほとん

ど存在していない。このことがら，モミの寿命は150年前後であろうと推定できる。現在，これ

らのモミは急速に枯死しつつあり，その後継樹も少ないことから，モミの更新を助長する森林施

業を行う必要がある。中林作業として普通考えられている施業は次のとおりである。中林は用材

生産を目的とする上木と薪炭材生産を目的とする下木に対し個別に択伐的施業を行う森林であ

る。具体的には，上木は疎開した択伐高林作業，下木は択伐低林作業を実施し，下木の択伐によ

って残存したものが将来上木となる。したがって，これは各層における択伐率に相違のある択伐

作業である。

　千葉演習林のモミ・ツガ林に関して，上述の施業を実施することは適切なものと思われるが現

状において，こうした施業を経営的な視点から実行することは困難である。それはこれらの林分
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に対する具体的な択伐施業技術が未だ確立していないばかりでなく，択伐した結果生じる木材に

ついて定常的な売り払いが困難だからである。したがって，本期においては，この中林施業を活

力あるモミ・ツガ林造成のための，保育的視点から施業を実施するものとする。

施業体系；

樹種：上木はモミ・ツガ，下木については樹種を特定しない。

輪伐期：本期においては経済的視点にたった伐採計画が策定できないため，輪伐期は想定し

ない。

作業種：当面は上木の枯損木や衰弱木を除去し，下木を適宜伐採することによって林冠を透

過する陽光量を増大させ，モミ・ツガ稚樹の発生を促進させる。なお将来は上木の択伐，下

木の皆伐という施業を実施することとするが，未だ中林施業の技術が確立していないため，

本期は林内に特別に試験地を設定して施業技術の体系化に努めることとする。

4.2.2.2　広葉樹優良大径木生産林

　現在は建築・内装・高級家具用材・工芸的利用その他特殊用途に対する天然生広葉樹の需要が

多く，今後とも増大の傾向にある。そこで前期より天然生優良大径木の生産という広葉樹林施業

の新しい分野を積極的に開拓して行くこととした。これらの広葉樹林ではサクラ類・ケヤキ・イ

ヌエンジュ・モミジ類・ホオノキ・カシ類・アサダ・コナラ・オニグルミ・クスノキ等を少なく

ともha当り50本以上を仕立て，これを撫育する方向で検討する。その伐採齢は樹種によって異

なるが，これらの樹種が直径60cm以上の大径木になるよう100～150年を想定している。なおこ

の林分の下木は，薪炭林施業に準じて利用するものとするが，当面は林分内から形質優良な広葉

樹を選定し，強度の除伐を実行してその肥大成長の増加を図ることとした。なおこのようなきめ

細かい施業を実行して行くためには，ha当り30～40mの林道の開設が必要となる。

4.2.2.3　マツ林

　旧来アカマツは尾根筋等の脊悪地に多くみられたが，30数年前よりマツ材線虫病による枯損が

非常に多くなり，現在潰滅状態に近い。今後マツの更新に関しては，育成された抵抗性種苗を以

って行うのが適当である。その主な施業体系は，前述のモミ・ツガ林に準ずる。

4.3　低林作業級

4.3.1　低林

　人工植栽不可能地を薪炭用材林として，天然生広葉樹の萠芽更新を行った林分である。

4.3.2　低林作業級の沿革

　樹種はカシ類・スダジイの常緑広葉樹と，それにコナラ・クリ・ヤマザクラ・イロハモミジ・

ケヤキ等の落葉広葉樹を混えた常緑広葉樹混交の林が多く，カシ類とその他の樹種との混交比率

は２：８程度が大部分である。低林は土壌，地形とも脊悪で，概して成長も不良であることから，
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ha当り年平均成長量は2.5m3程度である。中林作業でも述べたように，1965（昭和40）年以降製

炭が急激に減少したため，現在低木林の利用は低調となっている。

4.3.3　作業種区分

　低林作業級は，１）シイタケ原木林，２）薪炭及びチップ林に区分した

4.3.3.1　シイタケ原木林

　地元へ年間シイタケ原木50,000本を供給していくことを目標にすれば，ha当り生産原木10,000

本，萠芽更新による輪伐期15年として試算すると，50,000÷10,000×15＝75ha，余裕をみて75～

80haを必要とする。しかし，国内のシイタケ産業の低迷もあり原木需要も今後それほど期待で

きないことから，積極的な森林造成は適当でない。

4.3.3.2　薪炭及びチップ原木林

　輪伐期を従来通り25年を採用し，ha当りの伐期平均蓄積を62.50m3（年平均成長量2.5m3×25年）

とすれば，平均年伐量は，62.50×676÷25＝1,690m3となる。なお更新方法は萠芽更新とし，直径

３cm以下の小径木と優良母樹は残立させておく必要がある。これも，需要に応じ，その都度対

応するのが適当である。今後，バイオマス資源としての需要に対応して，生産力評価のための試

験地を設定し，ニホンジカの食害対策の検討を行う。

５．施業実行計画

5.1　伐採計画

5.1.1　主伐

　人工林面積は現在約820haあり，その内51年生以上の林地が，約470haある。過去の伐採状況

を見ると，第７期施業案後半から第８期前半にかけて年間約15haの皆伐がおこなわれたが，そ

の後は労働力事情等により小面積となっている。試験研究及び学生実習を円滑に行うためには，

毎年最低５ha程度の新しい植栽地が必要であるが，近年の労働力不足，野生動物の食害等の事

情から大面積の皆伐は困難であること，さらに崩壊や土砂の流出によって生ずる造林不能地（除

地）等を勘案して，主伐面積を1.0ha前後とし，持続的経営を図る。

5.1.2　間伐

　間伐については長伐期施業林を中心とした高齢林を主とし，長伐期施業地は年間７ha，二段

林施業地は年間0.5ha程度とする。長伐期施業においては一部複層林の造成も試みる。しかし，

二段林造成の場合，樹下植栽木に対するニホンジカ・ウサギ等の食害問題が回避できるまで当分

の間見合わせる。

　保育間伐は一時期人件費の不足等もあって採算の面から中断せざるを得なかったこともあり，

林分によってはかなり過密なまま放置された林分も多く，早急に間伐実施の必要がある。また50
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～60年生程度の林分の間伐については単独で実施することが困難な場合が多く，とくに小面積林

分で可能な林分は主伐と抱き合わせて実施する

5.1.3　直営生産

　施業的直営生産については，前期に引き続き集材試験及び各種の工程調査等を主目的とし，年

間300～500m3程度実施する。しかしこれを実施するためには職員及び予算等の裏付けが必要で

あり，このための業務委託を計画する。なお，場所の選定については搬出資材及び労力の面から

比較的搬出に便利な場所を選定する。

　以上，主伐，間伐，直営生産の計画を行ったが計画に際しては主伐地と二段林施業地は比較的

車道に近く，長伐期施業地は車道から遠い地域を選定した。17，18，30，32，35，38の各林班に

ついては多くの高齢林を有しており貴重な資源が開発不能の状況にあり，これらの地域の林道開

設を要求していくとともに，ヘリコプターによる搬出実験を行う。

5.2　種苗計画

　採種・採穂園の整備，地力の維持増進，病虫害防除の徹底及び機械，薬剤，肥料の効果的な使

用により育苗管理の改善と育苗技術の向上を図り，計画的な優良苗の生産に努める。

5.2.1　採種・採穂園

　林地より選木指定した母樹から採種，採穂することは，高所作業のため特殊な木登り技能を要

し危険性もあり，また種子結実の豊凶があるため，計画的育苗に支障をきたすことが多かったた

め採種・採穂園を設置し計画育苗を進めてきた。しかし，最近は採種・採穂園の母樹が老齢化し

ている。第12期は採種園母樹の更新，採穂園の再構築を行い，計画的育苗を継続する。

5.2.1.1　採種園

　新田2Eではスギ・ヒノキ母樹の更新を，武者戸45E・七曲45C6ではマツ類の選抜育種を行い，

採種園の目的を明確にし，目的にあった交配をおこない採種計画を進める。その維持管理のため

の手入れ，施肥を実施し，人工交配技術等の向上を図りつつ優良種子の確保に努める。

5.2.1.2　採穂園

　新田2E，堂沢27Dの採穂園は毎年手入れをおこない老齢化した母樹の更新を図り，維持する。

川台17Eは，一部川台ヒノキ母樹林とするが残りをすべて伐採整理し，新たに千石33Dにスギの

採穂園を造成する。

　挿木苗は採穂園造成用苗木だけでなく各種試験の供用資料としても必要であるので，採穂園の

管理肥培には特に留意していく。

5.2.2　育苗方法

　年間苗木生産量（表－７）は一般造林用苗木，試験用苗木等を考慮し算出した。まきつけ，床

替等育苗方法については，表－８の育苗作業基準に基づいて健苗育成に努める。
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5.2.2.1　山出し苗木規格

　山出し苗木規格は，表－９の通りとする。この規格は苗高についてのみであり，最低基準を示

すものである。今後重量，根元径等に関する基準も定めていく。

5.2.2.2　種子

　スギ・ヒノキ・マツの種子は優良母樹採種園から採種する。

アカマツ・クロマツは，演習林内の優良母樹から採種を原則とするが，アカマツについては，主

として演習林内で選抜された抵抗性個体の採種園産種子を用いる。

5.2.2.3　地力維持

　苗畑土壌の地力低下による苗木の不良質化及び病虫害を防ぐため休閑地を設ける。この休閑地

を利用して緑肥栽培を行う。なお，深耕，客土，完熟堆肥の多量の施用等により土壌の脊悪化を

防ぎ，地力の維持増強を図る。

5.2.2.4　病虫害防除

　病虫害防除は，苗畑及び周囲の環境衛生の整備と苗木の状態を常に監視し，施肥の調整及び，

種子，苗木，土壌の消毒等，薬剤の適正使用により病虫の発生を未然に防ぐことが肝要である。

なお，薬剤の使用については，慎重に扱うことが必要である。

5.2.2.5　苗木測定及び苗畑調査

　苗木生産において，必要がある場合，苗木の月毎の伸長成長，土壌のPH等を測定し，その成

長経過・苗畑の土壌状態を調べ，気象条件や施肥方法を考慮し苗木生産に適切な対策等を講じて

いく。

　山出し苗木は生育完了月にランダムに標本をとり，幹長，幹径，重量を測定し，規格に適合し

た苗木のみを山出しする。

表－７　毎年の苗木生産計画

年次 種目
ス　ギ ヒノキ マ　ツ 計

面積（m2） 本数 面積（m2） 本数 面積（m2） 本数 面積（m2） 本数

1 蒔きつけ 15.00 3,000 14.00 4,200 13.95 3,500 42.95 

2 床 替 え 166.47 2,500 177.00 3,540 173.25 3,465 516.72 

3 山 出 し

床 替 え 133.17 2,000 133.33 2,000 171.50 3,430 438.00 

4 山 出 し 750 1,500 3,000 5,250 

床 替 え 106.54 1,600 21.28 426 127.82 

5 山 出 し 750 400 1,150 

面積・山出し計 421.18 1,500 324 1,500 379.98 3,400 1125.49 6,400 
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表
－
８
　
育
苗
作
業
の
基
準

区
分

作
業
種

作
業
配
分

作
業
内
容
及
び
注
意
事
項

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

蒔
き
つ
け
床

床
作
り

施
肥
，
整
地
，
床
割
，
床
固
め
，
床
幅
1
ｍ
通
路
1
ｍ

蒔
き
つ
け

種
蒔
き
，
覆
土
，
敷
藁
，
蒔
き
つ
け
量
は
発
芽
試
験
の
結
果
よ
り
算
出
。

除
草
・
敷
き
藁
除
去

除
草
は
年
5
回
以
上
，
敷
藁
は
2
～
3
回
に
わ
た
っ
て
取
り
除
く
。

消
毒

種
子
消
毒
，
土
壌
消
毒
，
苗
木
消
毒
は
必
要
に
応
じ
行
う
。

追
肥

苗
木
の
発
育
状
況
に
応
じ
適
時
追
肥
す
る
。

日
除
け
・
霜
除
け

日
除
け
は
日
照
の
特
に
強
い
時
に
行
う
。

間
引
き

期
間
中
3
～
4
回
位
に
分
け
て
行
い
最
終
仕
立
本
数
に
す
る
。

掘
取
選
苗
仮
植

ス
ギ
苗
に
つ
い
て
は
霜
害
等
を
防
ぐ
た
め
秋
の
掘
り
取
り
を
行
う
。

挿
し
木
床

採
穂
・
穂
付
け

採
穂
は
必
要
な
場
合
行
い
，
採
穂
園
よ
り
採
穂
し
挿
木
床
に
挿
し
つ

け
日
除
け
す
る
。
穂
の
長
さ
は
20
cm

掘
取
選
苗
仮
植

発
芽
率
，
発
芽
状
況
の
調
査
を
行
う
。

床
替
床

床
作
り

施
肥
，
整
地
，
床
割
，
床
固
め
，
床
幅
1
ｍ
通
路
1
ｍ

床
替

１
回
床
替
え
は
床
植
，
２
回
床
替
え
は
列
植
え
と
す
る
。
ヒ
ノ
キ
苗

は
１
回
床
替
え
１
年
据
置
く
。

除
草

年
4
回
以
上
行
う
。

消
毒

土
壌
消
毒
，
苗
木
消
毒
は
必
要
に
応
じ
行
う
。

追
肥

苗
木
の
発
育
状
況
に
応
じ
適
時
追
肥
す
る
。

根
切
り

徒
長
苗
に
な
ら
な
い
よ
う
に
適
期
に
行
う
。

掘
取
選
苗
仮
植

原
則
と
し
て
春
掘
り
取
る
，
秋
の
掘
り
取
り
は
仮
植
に
注
意
す
る
。

採
種
・
採
穂
園

種
子

下
草
刈
払
い

人
工
交
配
，種
子
採
取
，挿
し
穂
採
取
等
に
支
障
に
な
る
場
合
に
行
う
。

追
肥
・
手
入
れ

挿
し
木
活
着
と
着
花
を
促
進
さ
せ
る
適
期
施
肥
と
台
木
の
芯
止
め
，

着
花
処
理
を
行
う
。

造
成
・
改
修

整
地
，
区
画
割
，
施
肥
，
植
付
け
，
補
植
。

球
果
採
取
調
整

採
取
球
果
は
陽
光
乾
燥
で
調
整
す
る
。

そ
の
他

休
閑
地
耕
耘
・
手
入
れ

緑
肥
栽
培
，
緑
肥
鋤
き
込
み
，
冬
期
耕
耘
。

固
定
歩
道
刈
払
い

苗
床
に
雑
草
の
種
侵
入
を
防
ぐ
た
め
年
数
回
刈
り
払
う
。

堆
肥
製
造

苗
木
測
定

雑
役
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5.2.2.6　その他

　圃道刈払い，圃場整備，育苗器具器材の

整備，潅水，堆肥舎，病虫害防除等施設の

整備，点検，補修，購入等合理的な管理運

営を図っていく。

5.2.2.7　育苗台帳

　母樹，種子，播種，挿木，床替え，山出

し植栽等，苗木生産に関する一連の経過を

記した育苗の台帳を作成し，その資料をデ

ジタル化して保存する。

5.3　育林計画

　育林技術の再検討と共に，各造林地の現

状を把握し育林作業の適正化と作業仕組み

の検討等により，育林技術の向上と新技術

の開発に努め，教育研究と地域林業の発展，

生産性の向上を図る。

　人工植栽は伐採計画に基づく皆伐跡地

（以下，一般造林地いう。）と二段林造成地

の植栽を主とする。植栽樹種は一般造林地・

二段林造成地ともスギ・ヒノキ・マツを主

とし，ケヤキなどの有用広葉樹の植栽も必

要に応じ選択する。

　植栽する苗木はスギ・ヒノキ・マツとも

実生苗木を主として用いる。また，スギ・

ヒノキの優良品種の挿木苗木は採種・採穂

園の更新や，試験研究目的で必要な場合の

み用いる。年度別育林作業計画は表－10の

通りである。

5.3.1　新植

5.3.1.1　地拵えの種類と時期

　一般造林地の地拵えは，地力維持の面か

ら，（1）末木枝条が大量に残存する場合，表
－
９
　
蒔
き
つ
け
・
床
替
・
山
出
し
苗
木
規
格

床
種
類

樹
種

最
終
仕
立
本
数

床
付
間
隔
・
本
数

山
出
し
苗
木

備
考

本
数

苗
高（
cm
）

間
隔（
cm
）

本
数

得
苗
率（
%
）

苗
高（
cm
）

ま
き
つ
け
床

ス
ギ

40
0

10
～
15

ヒ
ノ
キ

60
0

 8
～
12

マ
ツ

50
0

 5
～
10

１
回
床
替
床

ス
ギ

20
×
20

5×
6＝
30
（
1ｍ

2 当
）

50
40
～
50

１
回
床
替
２
年
生
苗

ヒ
ノ
キ

16
.7×
16
.7

6×
6＝
36

１
年
据
置
く

マ
ツ

14
.2×
14
.2

7×
8＝
56

40
30
～
40

１
回
床
替
２
年
生
苗

据
置
床

70
35
～
45

１
回
床
替
１
年
据
置
３
年
生
苗

２
回
床
替
床

ス
ギ

30
×
25

1,3
33
（
10
0ｍ

2 当
）

95
45
～
60

２
回
床
替
３
年
生
苗

マ
ツ

30
×
20

1,6
67

95
35
～
45

２
回
床
替
３
年
生
苗

ヒ
ノ
キ

30
×
2　

1,3
33

95
40
～
50

２
回
床
替
１
年
据
置
４
年
生
苗
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表
－
10
　
年
度
別
育
林
作
業
計
画
及
び
労
働
力
の
状
況

項
目

作
業
種

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

計

面
積（
ha
）

新
植

地
拵
え

0.1
3

1.2
6

0.6
6

1.3
6

1.5
6

1.5
1

1.2
2.3

1
11
.97

植
付
け

0.1
3

1.2
6

0.6
6

1.3
6

1.5
6

1.5
1

1.2
2.3

1
11
.97

小
計

0.2
6

2.5
2

1.3
2

2.7
2

3.1
2

3
2

2.4
4.6

2
23
.94

保
育

下
刈
り

6.2
5.2
3

7.2
3

8.4
8

10
.48

10
.78

9.8
9.5

8.0
1

8.8
1

84
.52

枝
打
ち
・
つ
る
き
り

5.3
5

4.6
3.7
2

2.4
1

5.0
1

1.1
5

4.1
6

2.1
4

2.8
1

1.5
8

32
.93

間
伐

7.3
1

8.3
5

10
.94

13
.08

9.7
4

5.7
2

4.4
7

4.2
5

6.8
2

4.1
4

74
.82

小
計

18
.86

18
.18

21
.89

23
.97

25
.23

17
.65

18
.43

15
.89

17
.64

14
.53

19
2.2
7

合
計

19
21

23
27

28
21

20
18

22
17

21
6

人
工（
人
）

新
植

地
拵
え

3
32

17
34

39
38

25
30

58
25

29
9

植
付
け

5
50

26
54

62
60

40
48

92
40

47
9

小
計

8
82

43
88

10
1

98
65

78
15
0

65
77
8

保
育

下
刈
り

68
58

80
93

11
5

11
9

10
8

10
5

88
97

93
0

枝
打
ち
・
つ
る
き
り

21
4

18
4

14
9

96
20
0

46
16
6

86
11
2

63
13
17

間
伐

19
0

21
7

28
4

34
0

25
3

14
9

11
6

11
1

17
7

10
8

19
45

小
計

47
2

45
9

51
3

53
0

56
9

31
3

39
0

30
1

37
8

26
8

41
92

合
計

48
1

54
1

55
6

61
8

67
0

41
1

45
5

37
9

52
7

33
3

49
70
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適当な間隔で植栽の支障にならない位置に積み上げる棚積地拵えと，（2）末木枝条が少量である

場合，植付け，下刈り等に支障にならない長さに切断して植栽地全面にばらまく全面散布地拵え

とする。ただし，試験，その他特別な場合においては，（3）林地内に残存する末木枝条を凹地，

沢等に巻落とす，巻落とし地拵えを行う。

　二段林造林地は原則として地拵えは行わないが，部分的に枝条の多いところは一般造林地と同

様に扱う。

　地拵えの時期は，普通伐採木搬出後に実施する。

5.3.1.2　植付け本数及び時期

　植付け本数は，一般造林地についてはスギ・ヒノキ・マツともha当り3,000本前後とする。二

段林造林地はスギ・ヒノキともha当り2,000本前後とする。植付け時期は伐採搬出と関係するが，

春植えを原則とする。

5.3.1.3　幼齢木施肥

　幼齢木施肥は，早期閉鎖による下刈り回数の短縮を目的として行ってきたが，今期では原則的

に試験目的以外林地肥培は行わない。

5.3.1.4　補植

　植栽技術の向上により活着率が高まったことから，補植は原則として行わない。ただし，気象

害及び野生動物による食害地，薪炭林伐採地，ヘリコプター集材などで伐採した跡地で必要のあ

る場合のみ補植を行う。

5.3.2　保育

5.3.2.1　下刈り

　一般造林地の場合，植栽当年の下刈りは，雑草木の繁茂状況に応じて実施する。２年目以降に

ついては，年１～２回とし，植栽木が雑草木の草丈より高くなり，成長に支障のない程度になっ

たとき完了する。一応の目安としては植栽後５年とし，部分的に成長の遅い個所は雑刈りとして，

更に１～２年間継続する。

　二段林造林地の場合，原則として行わないが，下木の生育に障害がある場合，適宣実施する。

5.3.2.2　つる切り

　一般造林地，二段林造林地とも下刈り終了後，つるの状態に応じて実施する。なお，ジャケツ

イバラ等については，薬剤処理等による根絶方法を実施する。作業は，除伐，枝打ち等と併合し

て行う。

5.3.2.3　除伐

　下刈り終了後，林分が閉鎖するまでの段階で９～10年生を目安として，造林木の生育を阻害す

る不要樹種と形質が悪く将来見込みのない植栽木を除去する。また，14～15年生を目安として，

林分の本数密度を調整し適正な立木配置にするため，収入が期待できなくても植栽木の除去を実
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施する。

5.3.2.4　枝打ち

　枝打ちはスギ・ヒノキを対象として３回実施し，１回目は10年生前後を目安とし，除伐と同時

に地上２m位までの手の届く範囲を行う。２回目は，20年生前後を目安に，地上４m～５mの範

囲とする。ただし，次回間伐木として予想されるものは枝打ちしない。３回目の枝打ちはヒノキ

を主として９m前後まで行う。二段林造林地は，下木の生育状況によって適宣実施する。

5.3.2.5　保育間伐

　適当な本数密度の林分構成に調節し，残存木の成長を促す目的の撫育間伐で，目安としては20

～39年生とし，間伐率は相対幹距比（平均幹距／平均樹高）20％を目途とする。ただし，間伐率

が35％を超える場合は２回に分けて実施する。なお，40年生以上の間伐は，利用間伐として別途

記述する。

5.3.2.6　その他

　風雪害による倒木起こし，根踏みを実行する。とくに二段林造林地の下木の根系は発達が悪く

降雪による倒伏が予測される。したがって，降雪後の巡視を行い，必要に応じて雪起こしを行う。

5.3.3　保護

5.3.3.1　防風帯

　林況，地況等現地の状況に応じ，伐採時点で検討し設定する。

5.3.3.2　防火線

　前沢より石尊に至る1,200mについては手入れされているが，今後必要に応じ設定する。

5.3.3.3　林内巡視

　林内巡視することにより林内の情報を得ることは，演習林の管理運営上不可欠である。最近試

験研究，博・修・卒論等の研究のため入林するもの以外に，一般公開，森林レクレーション（関

東ふれあいの道）等の入林も多くなっている。入林者の増加にともない，動植物の乱獲及び山火

事の危険性も高まっており，これらの防止という観点からも巡視は必要となっている。また林内

巡視は取り締まるだけではなく，入林者に対し指導啓蒙していくことも大切である。

5.3.4　機械器具の整備

　機械器具は作業の支障のないように常に手入れ点検に努め，整備しておく。

5.3.5　作業歩道

　作業歩道は植付け，下刈り等保育に不可欠なものであり必要に応じて仮設する。

5.4　造林地の調査

5.4.1　林況調査

　試験研究及び保育計画，経営案の作成等において造林地の経過と現況を知ることが必要であり，
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保育計画に基づく作業の度に林況調査を調査する。

5.4.2　造林台帳

　造林台帳は小班別記入とし，その成育過程と経費経過を詳細に記入し，デジタル化した上で紙

媒体資料は永久保存する。なお，附属図面は，保管図面として台帳式にまとめておく。

5.5　林道の管理

5.5.1　林道の現状と沿革

　千葉演習林は南を頂点とし北東部を底辺とした逆三角形で中央部に民有地があり，北から南に

県道が通っている。林道は南東部本沢林道，足谷～一杯水林道，一杯水林道と南西部の境界沿い

の郷台林道から君津側につながる猪ノ川林道がある。北東部には仙石林道，札郷林道と極めて少

ない。創設以来開設された林道は13路線30kmに及ぶが現在車道として利用可能な林道は13路線

　23409mで林道密度は約10.8m/haである。

　千葉演習林の林道は，1898（明治31）年より開設が始まった。当時の木材搬出は，牛馬車を主

とした人力によるところが多かった。そのため車道は沢沿いの低い所に開設されていた。しかし，

沢沿いは地質が軟弱で常時悪路に悩まされ，豪雨のたび路面が流失して補修が間に合わずそのま

ま放置されて通行不能となった林道もあった。1910年代に三輪自動車が使われるようになり，牛

馬車運材は減少し，1967年頃から四輪自動車運材に変わり現在に至っている。

　既設の林道も自動車運材への以降に伴い順次拡幅され，新設林道は尾根沿いに行われている。

このことは架線集材技術の進歩により上げ荷方法が容易に出来る事から林道管理も容易な尾根沿

い林道が多くなっている。（表－11）

5.5.2　林道網計画

　従来の沢沿い林道は，自然勾配の山腹斜面に法勾配を深く切り込んで法面を作るため，切り取

られた山腹は崩壊または地滑りの原因となり災害を引き起こしてきた。これに反し尾根筋林道は，

法切り面が山頂に近いためそれほど大きな崩落はなく，集水量もはるかに少なく路面も乾き易い。

また育林地としても成長の良い沢沿いに植林し，地位の比較的劣る尾根に林道を施工することは，

土地利用面からも効率的である。一方運搬車両は大型化しつつあるが，現状ではトンネルの高さ

に制限があり，また超重量物に対し路体の支持が十分確保し難いことから，千葉演習林では荷台

が低く荷物の積みおろしにも便利な４トン車を利用するのが適当と考える。

　そこで，今後の林道は架線集材の活用を前提とし，林地保全あるいは経済効率の高い尾根筋林

道を主として開設する。その林道は，幅員４～５mで最大積載量４トンのトラックを対象とした

路体を基準とする。

　試験研究，施業実験，管理運営等の円滑な実施のため，また林産物の経済的な搬出のためには，

林道は高密度の路網配置が望ましいが，本演においては主として地形的制約からそれは不可能で
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表
－
11
　
林
道
の
沿
革

道
路
名

来
　
　
　
　
　
　
　
　
歴

現
在
の
延
長（
m
）

備
　
　
　
　
考

郷
台
林
道

明
治
31
年
度
起
工
～

32
年
度
竣
工
（
新
設
）

L 
7,9
06
ｍ
　
Ｗ
 2
.1m

昭
和
38
年
度
起
工
～

43
年
度
竣
工
（
改
修
）

L 
7,3
05
m
　
W
 4
.0m

7,3
05

千
葉
県
よ
り
借
上
（
1,1
48
.84
m
）

天
津
小
湊
町
財
産
区
よ
り
借
上
（
10
4.4
0m
）

和
泉
入
会
林
組
合
借
上
（
82
4.0
2m
）

天
津
小
湊
町
町
道
（
28
0.0
0m
）

本
沢
林
道

明
治
40
年
度
起
工
～

大
正
２
年
度
竣
工
（
新
設
）

L 
2,5
94
m
　
W
 2
.1m

昭
和
27
年
度
起
工
改
修
工
事

昭
和
43
年
度
竣
工
茶
畑
よ
り

L 
3,4
84
m
　
W
 4
.0m

2,8
50

猪
ノ
川
林
道

明
治
42
年
度
起
工
～

大
正
３
年
竣
工
（
新
設
）

L 
4,2
89
m
　
W
 2
.1m

昭
和
27
年
道
幅
拡
張
起
工
～

昭
和
38
年
竣
工

L 
5,3
00
m
　
W
 4
.0m

昭
和
33
年
度

改
修
L 
1,3
02
m

昭
和
37
年
度

改
修
L 
96
m

昭
和
38
年
度

改
修
L 
26
0m

4,4
30

亀
山
ダ
ム
工
事
に
よ
る
付
け
替
え
道
路
の
た
め

修
整
。
君
津
市
に
移
管（
昭
和
59
年
２
月
22
日
）

L 
5,3
00
m
－
87
0m
＝
4,4
30
m

足
谷
～
一
杯
水
林
道

（
新
設
）

L 
1,2
24
m

大
正
４
年
度

改
修
L 
1,2
18
m
　
W
 3
.0m

1,2
18

一
杯
水
林
道

明
治
33
年
起
工

明
治
35
年
竣
工
（
新
設
）

L 
2,2
77
m
　
W
 2
.1m

昭
和
29
年
度
路
面
改
修

眞
根
沢

L 
32
3m
　
W
 3
.0m

昭
和
35
年
度
道
幅
拡
張
起
工
～

昭
和
37
年
度
竣
工

L 
2,5
99
m
　
W
 3
.0m

3,3
40

改
修
工
事
に
よ
る
修
整
。

L 
3,3
40
m
－
14
0m
＝
3,2
00
m

千
葉
県
に
よ
り
借
上
（
24
8m
）

荒
樫
～
大
仙
場
林
道

大
正
12
年
度
起
工
～

13
年
度
竣
工
（
新
設
）

L 
2,2
57
m
 W
 2
.1

2,2
27

荒
廃
の
た
め
歩
道
に
編
入
 1
,52
7m

大
仙
場
～
濁
川
林
道

大
正
14
年
度
起
工
～

同
年
竣
工

L 
1,5
20
　
W
 3
.0m

1,5
20

r林
道
機
能
と
し
て
は
不
可

札
郷
林
道

大
正
２
年
度
の
建
物
竣
工
の
た

め
同
じ
時
吊
り
つ
け
道
路
も
竣

工
と
思
わ
れ
る

昭
和
36
年
度
８
月
か
ら
９
月
よ
り

札
郷
歩
道
札
郷
林
道
名
で
使
い
始
め
た

L 
57
4m
　
W
 2
.5～
3.0
m

57
4

四
郎
治
林
道

明
治
37
年
起
工
～

明
治
38
年
竣
工

L 
4,2
22
m
　
W
 2
.1m

平
成
９
年
度

拡
幅
L 
19
0m
　
W
4.0
m

平
成
16
年
度

拡
幅
L 
30
m
　
W
4.0
m

4,2
22

手
入
れ
行
き
届
か
ず
幅
1m
く
ら
い
の
処
が
各

所
に
あ
る

仙
石
林
道

昭
和
37
年
度
（
新
設
）

L 
35
0m
　
W
3.0
m

昭
和
54
年
度

延
長
L 
13
0m

平
成
２
年
度
～
平
成
14
年
度

延
長
L 
71
1.9
m
　
W
 4
.0m

1,1
92

仁
ノ
沢
林
道

明
治
34
年
度
起
工
～

38
年
度
竣
工
（
新
設
）

L 
1,7
67
m
　
W
 1
.5m

昭
和
44
年
度
改
修

L 
55
0m
　
W
 3
.0m

55
0

菖
蒲
沢
林
道

昭
和
63
年
度

L 
26
0m
　
W
 4
.0m

26
0

橋
ノ
沢
林
道

平
成
２
年
度
～
平
成
７
年
度

（
新
設
）

L 
87
0m

平
成
７
年
度

延
長
L 
24
0m

1,3
00

牛
蒡
沢
林
道（
作
業
道
）
平
成
４
年
度
～
５
年
度

（
新
設
）

L 
19
2m
 W
 4
.0m

19
2

郷
田
倉
林
道（
作
業
道
）
平
成
５
年
度

（
新
設
）

L 
78
m
　
W
 4
.0m

78

願
人
坊
林
道（
作
業
道
）
平
成
５
年
度
～
６
年
度

（
新
設
）

L 
12
0m
　
W
 4
.0m

12
0

計
31
,37
8

　
Ｌ
：
延
長
（
m
），
Ｗ
：
幅
員
（
m
）
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ある。そこで，架線集材距離等を勘案し林道網を計画した。

5.5.3　林道開設年度計画

　今期の林道開設計画としては，伐採育林計画等を勘案し，四郎治・仁ノ沢林道の２路線を計上

した。四郎治林道は幹線的役割を持つ林道である。それによって管理運営をはじめ小径木の間伐

材及び被害木の搬出等多目的利用も可能となる。また別に，今期の伐採計画に基づく伐出のため

に仁ノ沢林道を開設する。また，それに伴い各予定線への到達補助路および施業ポイントを計画

する必要がある。

5.5.4　林道・歩道の維持補修

　林道の機能をより良く維持していくためには，経常的な点検・補修が必要である。特に路面の

維持に配慮し，敷き砂利とその流出防止のため排水溝の整備が重要である。また，既設の林道は

急カーブや急勾配が多く走行上危険な個所がある。したがって，走行の安全性と機動性を確保す

るため，「林道規程」（林野庁長官通達）に基づいた改修工事が必要である。これまで，林道補修

のかなりの部分については，土木掛を中心に直営で行ってきたが，危険個所については事前の点

検を行い，改修予算の要求を積極的におこなう。

　さらに，試験研究，施行実験，学生実習，巡林等の諸管理を円滑に行うためには，林道のみな

らず歩道の整備が必要である。人員の減少等により歩道の定期的な手入れが行いにくくなってお

り，現在，危険な個所も多いので，そのような場所を中心に路線変更や改修を行っていくととも

に定期的な巡回を徹底する。

　特に今期の重要課題は第８期試験研究計画の中で林道・歩道に設置された100mごとの標識杭

の消失や劣化が著しい，この再点検と補修を実施する。




